
~第5回大村市民
‘'ファミリー・ミニサッカー大会
ファミリーの部18チーム、一般の部26チームが参加して、
この日予選リーグが聞かれました。

ファミリーの部の会場となったファミリースポーツ広場(森

園町)では、小学生も大人と一緒にボールを追いながら、

立派なテクニッつを見せて、 I~\地よい汗をかきました。
ミ二サッ力ーを通じて、家族やスポーツ仲間の温力、いふ

れあいと交流の揚になっていました。
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力
あ
る
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
き
し
て

わ
が
国
の
景
気
は
、

一
部
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る

も
の
の
弱
含
ん
で
お
り
、
世
界
経
済
の
先
行
き
不
安
や
株
価
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
、
最
終
需
要
が
引
き
続
き
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
依
然
と
し
て
本
格
的
な
回
復
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
市
の
平
成
日
年
度
予
算
歳
入
に
つ
い
て
は
、
歳
入
の
根
幹

を
成
す
市
税
収
入
が
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、
対
前
年
度
比

約
5
億
2
千
万
円
減
額
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の
地

方
財
政
計
画
上
、
対
前
年
度
比
日
%
減
の
影
響
に
よ
り
、
普
通

交
付
税
は

2
億
円
減
額
で
見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
厳
し

い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
歳
入
確
保
の
た
め
、

市
税
・
使
用
料
の
収
入
率
ア

ッ
プ
に
全
庁
横
断
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

一
方
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
人
口
増
に
と
も
な
い
義
務
的
経
費

で
あ
る
扶
助
費
な
ど
が
伸
び
、
企
業
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
も
多
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
況
が
長
引
く
中
、
市

民
生
活
を
下
支
え
す
る
た
め
、
各
種
基
金
取
り
崩
し
に
よ
り
歳

入
不
足
を
補
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
基
金
も
底
を
つ
く

状
況
で
あ
り
、
義
務
的
経
費
の
圧
縮
に
よ
る
歳
出
削
減
を
図
ら

な
け
れ
ば
、
財
政
が
破
た
ん
す
る
と
い
う
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
平
成
日
年
度
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政

分
野
に
お
い
て
、
重
点
目
標
を
定
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率

的
に
配
分
し
、
市
議
会
お
よ
び
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
全
力

を
挙
げ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

大今後市政を進めるにあたっての基本姿勢
0市民が主役の市政
O夢と魅力あふれる活力あるまちづくり
O個性が光る風格あるまちづくり
0花と歴史と技術のまちづくり
0健康・福祉都市で安心のまちづくり

大重点施策
・市民との対話に努め、ガラス張りで聞かれた市政の推進

「百人委員会jの設置による、市民参加の地域づくり推進

.徹底した行財政改革の推進

-国道34号の早期拡幅など交通体系の整備促進

.中心市街地の再生・活性化対策の推進

-販売力のある魅力的な農林水産業の振興

-雇用確保のための企業誘致と地場産業の振興

「会議都市・大村」を目指したコンペンション誘致の推進

「研究・学園都市」を目指し、学術研究機関の誘致推進

-乳幼児から高齢者まで安心して暮らすことのできる施策の充実

ここでは紙面の都合で「概要Jを掲載していますが、
施政方針の全文は大村市ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.omura.nagasaki.jp/ 
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平成15年度

施政方針概要

間
関
か
れ
た
市
政
の
推
進

-
市
民
が
主
役
の
市
政
の
推
進

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
は
、
市
が
考
え
、
実
施

す
る
こ
と
を
市
民
は
受
け
入
れ
る
と
い
う
関
係
で

は
な
く
、
市
民
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
地
域
、
つ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
行
政
と
市
民
が
同
じ
立
場
や
目

線
で
考
え
、
互
い
に
連
携
、
協
力
し
て
、
ま
ち
w

つ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
市
民
が
自
ら
考
え
、
市
民
本
位

の
、
市
民
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
地
域
m

つ
く
り
を
目
指

し
て
、
本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
政
策
に
つ
い

て
の
提
案
を
行
う
「
百
人
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
加
名
の
市
民
に
よ
る
設

立
準
備
会
を
設
置
し
、

「百
人
委
員
会
」
の
委
員
の

構
成
や
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、

住
民
自
ら
が
自
主
的
に
取
り
組
む
地
域
別
つ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
町
内
会
や
小
学
校
区
単
位
で
、
住
民
自
ら

が
企
画
し
実
行
す
る
地
域
ぃ
つ
く
り
活
動
に
対
し
て
、

市
が
支
援
す
る
「
わ
た
し
た
ち
の
地
域
発
見
支
援

事
業
」
を
創
設
し
ま
す
。

-
情
報
の
提
供
と
公
開

大
村
市
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
情
報
公
開
制

度
の
積
極
的
な
運
用
を
は
じ
め
、
行
政
手
続
法
や

大
村
市
行
政
子
続
条
例
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
な

ど
、
引
き
続
き
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保

や
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
条
例
を
見
直
し
、
電
子
計
算
機
処
理
さ
れ
た
個

人
情
報
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
行
政
文
書
に

記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
も
含
め
て
保
護
の
対

象
と
す
る
「
(
仮
称
)
大
村
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」

を
制
定
し
ま
す
0

・
行
財
政
改
革
の
推
進

昨
年
か
ら
、
行
財
政
改
革
を
行
う

一
つ
の
手
法

と
し
て
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
、
課
題
や
問
題
点
の
洗
出
し
の

た
め
の
モ
デ
ル
事
業
評
価
の
試
行
を
行
い
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
、
本
格
的
に
導
入
し
、
事
業
の
重

点
化
と
見
直
し
を
進
め
、
市
民
の
視
点
か
ら
の
成

果
重
視
の
事
業
展
開
を
図
り
、
わ
か
り
や
す
く
透

明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

-
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

大
村
市
の
土
地
利
用
の
現
状
を
踏
ま
え
、
「
大
村

市
総
合
計
画
」
、
「国
土
利
用
計
画
大
村
市
計
画
」

に
基
づ
き
、
土
地
の
合
理
的
で
有
効
な
利
用
を
進

め
、
遊
休
土
地
の
解
消
に
注
視
し
な
が
ら
、
市
域

全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
ま
す
。

-
市
街
地
の
勤
講

J
R
大
村
駅
周
辺
を
中
心
と
す
る
市
街
地
に
つ

い
て
は
、
「
大
村
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
ま
ち
の
玄
関
口
・
顔
で
あ
る
中
心
市

街
地
を
市
民
共
有
の
生
活
と
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
再
生
・
活
性
化
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

-
潤
い
あ
る
都
市
景
観
の
形
成

優
れ
た
都
市
の
景
観
は
、
市
民
に
と
っ
て
共
有

の
財
産
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

「大
村
市
都
市
景
観
条
例
」
に
基
づ
き
、
建
築
物
や

工
作
物
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
調
和
し
、
ま

と
ま
り
や
潤
い
あ
る
街
並
み
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、

適
正
な
指
導
と
誘
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
3
月
を
目
途
に
、
上
小
路
お
よ
び

そ
の
周
辺
地
区
に
お
い
て
、
地
域
住
民
と
共
に
景

観
形
成
地
区
指
定
の
た
め
の
具
体
的
な
方
針
や
基

準
哨
つ
く
り
を
行
い
、
住
民
参
加
の
ま
ち
m

つ
く
り
を

進
め
ま
す
。

-
公
園
、
緑
地
、
水
辺
の
整
備

西
日
本
一
と
し
て
誇
れ
る
花
し
よ
う
ぶ
園
を
持

ち
、
あ
わ
せ
て
「
さ
く
ら
の
名
所
1
0
0
選
の
地
」

で
あ
る
大
村
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
各
所
の

公
園
に
つ
い
て
、
来
園
者
が
楽
し
め
る
よ
う
充
実

し
た
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
市
民
の
健
康
増
進
や
交
流

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
大

村
市
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
等

を
勘
案
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
ま
す
。

年
次
計
画
で
進
め
て
い
る
街
区
公
園
リ
フ
レ

ッ

シ
ュ
事
業
は
、
桜
馬
場
公
園
の
再
整
備
を
、
住
民

と
共
に
計
画
・
協
議
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

従
前
の
治
水
・
利
水
を
目
的
と
し
た
河
川
整
備

に
加
え
て
、
河
川
の
持
つ
機
能
や
環
境
に
配
慮
し

た
総
合
的
な
川
m

つ
く
り
と
し
て
、
よ
し
川
都
市
基

盤
河
川
改
修
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

-
安
定
し
た
水
の
供
給

(1)
上
水
道
の
整
備

本
年
4
月
か
ら
、
貯
水
槽
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

指
導
・
助
言
等
を
行
い
、
よ
り
安
全
な
水
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、

3
階
建
て
以
上
の
住
宅
へ
の
直
結
給

水
の
範
囲
拡
大
と
、
市
内
全
域
へ
の
更
な
る
安
定

供
給
を
目
指
し
、
管
網
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

水
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

節
水
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
そ
の
有
効
利
用
と
保

全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
を
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
経
費
の
節
減
と
業
務
の

合
理
化
を
進
め
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
ま

す
。
(2)
水
資
源
の
確
保

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

計
画
的
な
水
資
源
の
開
発
・
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
水
の
有
効

利
用
や
安
定
的
な
供
給
を
行
う
た
め
、
「
水
資
源
保

全
利
用
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
地
下
水
浸
透

施
設
や
雨
水
貯
留
施
設
の
導
入
な
ど
、
諸
施
策
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
事
業
所
等

一
定
規
模
以
上
の
井

戸
の
届
出
や
地
下
水
採
取
量
の
実
態
調
査
を
継
続

的
に
実
施
し
、
地
下
水
の
適
正
な
利
用
と
保
全
に

努
め
ま
す
。

-
広
域
交
通
体
系
の
整
備

(1)
長
崎
空
港
の
機
能
強
化

近
年
、
長
崎
空
港
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
便
数
の
増
加
な
ど
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
昨
年
は
6
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
て

い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
財
団
法
人
長
崎
県
地

域
振
興
航
空
基
金
と
共
に
空
港
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
積
極
的
に
推
進
し
、
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
総
・
国
際
線
の
増
便
や
国
際
空
港

と
し
て
の
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
も
、
県
、
長

崎
国
際
空
港
整
備
促
進
期
成
会
、
長
崎
空
港
協
議

会
と
共
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

(2)
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
l
卜
の
建
設
促
進

九
州
新
幹
線
長
崎
ル

l
ト
に
つ
い
て
は
、
昨
年

1
月
8
日
に
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
武
雄
温

泉
・
長
崎
聞
の
工
事
実
施
計
画
の
認
可
申
請
を
国

土
交
通
省
に
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
政
府

・
与
党
の
申
し
合
せ
に
よ
る
次

期
ス
キ
l
ム
の
見
直
し
が
始
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
長
崎
ル
l
ト
着
工
に
向
け
て
最
も
重
要
な
時

期
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
区
間
の
認
可
・
着
工
の
決
定
に
は
、
用

地
確
保
の
見
通
し
な
ど
の
基
本
条
件
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
市
と
県
で
、
新
幹
線
新
大
村

駅
(
仮
称
)
計
画
用
地
を
取
得
し
ま
す
。
ま
た
、

用
地
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
長
崎
ル
l
ト
に
対
す

る
地
元
の
熱
意
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
中
央
へ
の
理
解
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を
深
め
、
早
期
認
可
・
早
期
着
工
に
向
け
、
積
極

的
な
要
望
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

-
道
路
網
の
塾
講

(1)
幹
線
道
路
網
の
整
備

国
道
担
号
大
村
拡
幅
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
政

の
重
要
課
題
と
し
て
、
国
・
県
に
強
く
要
望
し
た

結
果
、
玖
島
交
差
点
区
聞
が
昨
年
日
月
に
供
用
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
本
町
交
差
点
区
間
は
、

用
地
買
収
が
本
年
3
月
末
完
了
予
定
で
あ
り
、
早

急
な
本
格
工
事
の
着
手
を
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
久
原
地
区
に
つ
い
て
も
、
国

・
県
に
対

し
て
更
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
早
期
拡
幅
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

国
道
4
4
4
号
に
ワ
い
て
は
、
昨
年
、
坂
口
工

区
が
完
了
し
ま
し
た
。
残
る
荒
瀬

・
田
下
工
区
に

つ
い
て
も
、
早
期
に
整
備
が
進
む
よ
う
関
係
機
関

に
引
き
続
き
強
く
要
望
し
ま
す
。

久
原
梶
ノ
尾
線
に
つ
い
て
は
、
国
道
担
号
の
バ

イ
パ
ス
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
災
害
対
策
上
の
重

要
幹
線
道
路
と
し
て
、
整
備
を
進
め
ま
す
。
市
営

事
業
の
武
部
工
区
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地

買
収
と
本
体
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
県
営
事

業
の
須
田
ノ
木
工
区
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
を

進
め
る
と
と
も
に
、
本
年

一
部
工
事
に
着
手
予
定

で
す
。

富
の
原
坂
口
線
に
つ
い
て
は
、

用
地
買
収
を
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

(2)
快
適
で
や
さ
し
い
道
路
の
整
備

沿
道
環
境
の
保
全
に
努
め
、
歩
道
段
差
の
解
消

を
図
り
、
高
齢
者

・
障
害
者

・
子
ど
も
な
ど
、
全

て
の
人
に
配
慮
し
た
快
適
で
人
に
や
さ
し
い
道
路

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
の
散
歩
道
整
備
事
業
は
、
本
町
1

丁
目
か
ら
玖
島
交
差
点
ま
で
が
、
来
年
3
月
で
完

了
し
ま
す
。
引
き
続
き
歴
史
的
景
観
や
街
並
み
に

配
慮
し
た
道
路
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

-
公
共
交
通
機
関
の
充
実

「
(
仮
称
)
久
原
駅
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

J

R
九
州
や
総
務
省
と
の
協
議
を
進
め
、
平
成
口
年

3
月
の
開
業
を
目
途
に
取
り
組
み
ま
す
。

路
線
パ
ス
は
、
自
ら
の
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高

齢
者
や
学
童
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
移
動
困
難
者
に
と

っ
て
、
必
要
不
可
欠
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
り
、

こ
の
確
保
に
つ
い
て
は
本
市
の
重
要
課
題
で
す
。

一
方
、
昨
年
2
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
道
路
運

送
法
で
は
、
基
本
的
に
運
送
事
業
者
の
路
線
へ
の

参
入
・
退
出
が
自
由
と
な
り
、
赤
字
路
線
の
廃
止

が
危
倶
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
法
改
正
に
と
も
な
い
、
県
営
パ
ス
へ
の

大
幅
な
助
成
を
余
儀
無
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
市
民
の
生
活
交
通
路
線
を
確
保

し
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
な
運
行
を
図
る
た
め
、

昨
年
日
月
か
ら
本
年
3
月
ま
で
路
線
パ
ス
の
乗
降

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
交
通
体
系
の

検
討
を
し
ま
す
。

-
地
域
情
報
化
の
推
進

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
、
情
報
通
信
技
術

(I

T
)
を
駆
使
し
た
「
電
子
市
役
所
」
の
実
現
を
目

指
し
、
市
民
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
の
基
盤
整
備

と
し
て
、
国
の
「
霞
ヶ
関
W
A
N
」
と
も
相
互
接

続
さ
れ
た
「
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加

し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
行
政
情
報
を
入
手
し
た
り
、
公

共
施
設
の
予
約
、
申
請
・
届
出
手
続
等
を
可
能
に

す
る
た
め
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
市
役
所
、

出
張

所
、
図
書
館
お
よ
び
小
中
学
校
な
ど
、

市
内
必
箇

所
の
公
共
施
設
を
高
速
回
線
で
接
続
し
、
端
末
機

を
設
置
す
る
な
ど
「
地
域
公
共
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
構
築
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
の
情
報
通
信
技
術
の
動
向
に
留

意
し
つ
つ
、

「大
村
市
情
報
化
推
進
計
画
」
を
策
定

し
、
地
域
情
報
化
等
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

-
農
業
の
振
興

農
業
を
支
え
、
経
営
改
善
に
意
欲
的
な
認
定
農

業
者
や
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
青
年
農
業
者
へ

の
支
援
、
女
性
農
業
者
の
経
営
参
画
向
上
の
支
援

な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
と
併
せ
、
農
地
保
全
に
も
努
め
ま
す
。

ま
た
、
観
光
農
園
・
市
民
農
園
で
の
農
業
体
験

を
通
し
て
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。
加

え
て
、
公
共
牧
場
も
活
用
し
な
が
ら
都
市
と
農
村

の
交
流
を
図
り
ま
す
。

近
年
、
食
の
安
全
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
今
後
と
も
消
費
者
の
ニ

i
ズ
に
応
え
る
た

め
、
引
き
続
き
有
機
肥
料
の
施
用
や
減
農
薬
栽
培

に
よ
る
農
作
物
の
生
産
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
の
産
地
間
競
争
に
勝
ち
抜
き
、

販
売
力
の
あ
る
大
村
ブ
ラ
ン
ド
と
呼
べ
る
特
産
品

づ
く
り
と
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

加
え
て
、
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
な
管
理
と
有

効
利
用
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

農
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
営
事
業
で
今
山

地
区
と
天
神
ノ
木
地
区
、
県
営
事
業
で
大
似
団
地

区
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
松
尾
地
区
の
拡
幅
整
備
と
多
良
岳
西
部

地
区
(
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
l
ド
)
の
老
朽
化
し
た
路

面
の
改
修
や
通
学
児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
の
歩

道
設
置
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
野
田
2
期
地
区
と
大
村
東
彼
杵
地
区

の
整
備
を
県
営
事
業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

老
朽
た
め
池
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
営
事
業

と
し
て
、
横
山
頭
地
区
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
0

.
林
業
の
振
興

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
複

層
林
施
業
の
普
及
を
図
り
ま
す
~

森
林
が
持
つ
木
材
生
産
と
い
う
経
済
的
機
能
は

も
と
よ
り
、
水
を
貯
え
、
災
害
を
防
ぐ
等
の
公
益

的
機
能
を
重
視
し
、
引
き
続
き
公
有
林
の
広
葉
樹

へ
の
改
植
を
可
能
な
限
り
実
施
し
、
森
林
保
全
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

-
水
産
業
の
振
興

大
村
湾
の
水
産
物
資
源
を
確
保
す
る
た
め
、
エ

ビ

・
ナ
マ
コ
な
ど
定
着
性
の
高
い
種
苗
の
中
間
育

成
と
放
流
を
進
め
、
資
源
管
理
型
漁
業
を
推
進
し

ま
す
。
豊
か
な
漁
場
情
つ
く
り
の
た
め
、
漁
場
保
全
・
漁

場
耕
う
ん
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
高
潮
対
策
を
兼
ね
た
松
原
漁
港
の
公
園

整
備
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

-
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

(1)
高
庖
経
営
の
活
性
化

長
引
く
不
況
に
よ
り
市
内
の
中
小
企
業
を
取
り

ま
く
環
境
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
者
の
資
金
対
応
支
援
の
た
め
、

「大

村
市
中
小
企
業
振
興
資
金
」
を
市
内
金
融
機
関
に

預
託
し
て
お
り
、
今
後
と
も
商
工
会
議
所
等
関
係

機
関
に
働
き
か
け
、
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

(2)
中
心
商
庖
街
の
再
整
備

空
き
屈
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
テ
ナ
ン
ト

ミ
ッ
ク
ス
事
業
の
ほ
か
、
新
た
に
空
き
屈
舗
を
利

用
し
て
、
土
・
日
曜
日
に
フ
リ
l
マ
ー
ケ

ッ
ト
の

よ
う
な
出
庖
や
展
示
等
を
行
う
こ
と
で
、
街
中
に

活
気
を
創
出
す
る
事
業
に
対
し
、
助
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
商
庖
街
の
活
性

化
を
図
る
カ
l
ド
事
業
と
し
て
、
竹
松
商
業
協
同

組
合
が
取
り
組
む

「ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
付

4 
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カ
ー
ド
端
末
設
置
事
業
」
に
対
し
、
県
と
共
に
助

成
し
ま
す
。

(3)
物
産
の
振
興

物
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
大
村
市
物
産
振
興
協

会
と
連
携
し
て
、
都
市
圏
で
の
物
産
展
開
催
に
よ

る
P
R
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
案
内
所
を

拠
点
と
し
た
地
元
産
品
の
販
売
促
進
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。

-
工
業
の
振
興

中
小
企
業
の
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
に
つ
い
て
、
各
種
助
成
制
度

の
活
用
を
促
進
し
、
中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

事
業
者
が
独
自
の
製
品
開
発
や
製
品
の
高
付
加

価
値
化
を
図
れ
る
よ
う
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

や
県
産
業
振
興
財
団
な
ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、

地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

-
企
業
誘
致
の
推
進

大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に
つ
い
て
は
、
本
年
1

月
に
、
コ
マ
ツ
電
子
金
属
株
式
会
社
本
社
の
本
市

へ
の
移
転
や
フ
ジ
ミ
電
子
工
業
株
式
会
社
の
操
業

開
始
等
に
よ
り
、
産
業
・
雇
用
面
を
は
じ
め
、
本

市
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

残
る
1
区
画
に
つ
い
て
は
、
県
の
「
新
衛
生
公
害

研
究
所
」
な
ど
の
研
究
支
援
機
関
や
高
度
技
術
型

企
業
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

日
本
電
気
株
式
会
社
を
は
じ
め
7
社
の
立
地
が
決

定
し
て
お
り
、
賃
貸
工
場
を
含
め
既
に

4
杜
が
操

業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
残
る
ロ
区
画
に
つ
い
て

は
、
地
域
振
興
整
備
公
団
お
よ
び
県
と
共
に
、
優

良
企
業
の
誘
致
を
進
め
ま
す
。

-
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
の
推
進

本
市
は
、
県
央
に
位
置
し
、
高
速
交
通
拠
点
と

し
て
の
地
理
的
優
位
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
特
性
を
活
か
し
、

「会
議
都
市
大
村
」
を
目
指

し
て
、
大
村
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
を
中
核
に

官
民

一
体
と
な
っ
て
、
県
内
外
か
ら
の
各
種
会
議
、

催
事
な
ど
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

-
観
光
宣
伝
活
動
の
強
化

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
豊
か
な
自

然
や
歴
史
等
の
観
光
資
源
を
活
か
し
て
幅
広
い
集

客
に
努
め
、
本
市
経
済
の
浮
揚
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
ま
す
。

現
在
、
県
福
岡
事
務
所
と
連
携
し
て
、
福
岡
・

熊
本
都
市
圏
内
で
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
マ
ス

コ
ミ
を
活
用
し
た
宣
伝
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
積
極
的
に
観
光
P
R
を
行
い
、
更
な
る
観

光
客
誘
致
に
努
め
ま
す
。

-
観
光
施
設
の
整
備
充
実

リ
ニ
ュ

l
ア
ル
し
た
日
岳
公
園
、
琴
平
ス
カ
イ

パ
l
ク
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
パ

l
ク
と
し
て
の
利
用
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
市
内
外
の
多
く
の
人
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

平
成
9
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
野
岳
湖
周
辺
整

備
は
、
親
水
公
園
や
遊
歩
道
な
ど
の
設
置
で
そ
の

整
備
を
完
了
し
ま
す
。

-
雇
用
・
就
業
環
境
の
整
備

緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
国
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
を
活

用
し
て
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
特
に
、
昨

今
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
で
、
中
高
年
の
非
自

発
的
離
職
者
や
学
卒
の
未
就
職
者
を
重
点
的
に
雇

用
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自
で
高
卒
未
就
職
者
を

臨
時
職
員
と
し
て
、
半
年
間
緊
急
的
に
雇
用
し
ま

す
。障

害
者
の
雇
用
促
進
と
職
場
へ
の
定
着
に
つ
い

て
は
、
職
業
訓
練
や
就
職
し
た
障
害
者
の
職
場
定

着
を
支
援
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
職
業
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
る
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
そ

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

健
康
・
福
祉
・
安
全
対
策
の
充
実

-
生
涯
を
通
じ
た
健
康
ぃ
つ
く
り
の
推
進

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
乙

と
を
基
本
に
、
健
康
に
対
す
る
関
心
を
更
に
高
め
、

特
に
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
、
健
康
相
談
、
健

康
教
室
、
健
康
診
査
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
等
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
健
康
明
つ
く
り
に
取
り
組
む
市
民
を
支
援

す
る
た
め
、
健
診
機
関
と
連
携
し
た
夜
間
・
休
日

健
診
の
拡
充
な
ど
、
市
民
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

-
母
子
保
健
の
推
進

健
康
お
お
む
ら
担
推
進
事
業
の

一
翼
を
担
う
母

♂
子
保
健
の
主
要
な
取
組
と
し
て
、

「大
村
愛
あ
い
親

子
幻
計
画
」
に
基
づ
き
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
健
や
か
に
育
て
る
た
め
の

家
庭
や
地
域
の
環
境
川
つ
く
り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
乳
幼
児
期
に
親
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
う
ブ

ッ
ク
ス
タ

l
ト
運
動
を
支
援
す
る

「
こ
こ
ろ
は
ぐ
く
む
絵
本
事
業
」
を
継
続
的
に
実
施

し
、
育
児
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

-
医
療
供
給
体
制
の
韓
議

市
立
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
救
急
医
療
を
は

じ
め
と
す
る
各
診
療
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
最
新
の
高
度
医
療
機
械
を
導
入
し
、
医
療
水

準
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
ロ
月
に
院
内
に
設
置
し
た
「
地

域
医
療
連
携
室
」
を
中
心
と
し
て
、
他
医
療
機
関

等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

医
療
費
抑
制
策
等
の
要
因
に
よ
り
、
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が、

「第
2
次
経
営
再
建
計
画
」
に
基
づ
き
、
英
知

を
結
集
し
再
建
に
取
り
組
み
ま
す
。

-
高
齢
者
に
や
さ
し
い
福
祉
社
会
“
つ
く
り

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
地
域
社
会

活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
高
齢
者
の
諸
施
策
が
、
現
在
の

住
民
ニ

l
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
サ
ー
ビ
ス
内
容

で
あ
る
か
を
評
価
・
検
証
し
、
必
要
な
高
齢
者
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
た

「大
村
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
開
始
以
来
3
年
が
経
過
し
た
介
護
保

険
事
業
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護

保
険
料
の
軽
減
制
度
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
な
ど
、

利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
の
整

備
に
も
積
極
的
に
努
め
ま
す
。

-
障
害
者
(
国
ん
)
福
祉
の
充
実

在
宅
福
祉
や
施
設
福
祉
に
お
い
て
は
、
本
年
4
月

か
ら
支
援
費
制
度
に
変
り
、
障
害
者
(
児
)
自
ら

が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
事
業
者
や
施
設
と
の
直

接
契
約
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
(
児
)
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
の
福
祉
・
保
健
・
医
療
分
野
を
は
じ
め
、
地
域

に
密
着
し
た
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
福
祉
体
制
の
整
備
や
福
祉
社
会
m

つ
く
り
に
努

め
ま
す
。

一
方
、
障
害
者
(
児
)
が
積
極
的
に
社
会
参
加

し
、
市
民
と
共
に
助
け
合
い
支
え
合
う
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
大
村
市
障
害
者
福
祉
計

画
」
の
見
直
し
を
含
め
た
施
策
の
よ
り
一
層
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

-
児
童
{
丞
庭
福
祉
の
充
実

南
部

・
北
部
両
地
区
の
私
立
保
育
園
そ
れ
ぞ
れ

... ‘r 
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一
箇
所
に
委
託
し
て
い
る
地
域
子
育
て
支
援
事
業

は
、
在
宅
幼
児
の
子
育
て
支
援
に
極
め
て
有
効
で

あ
り
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
充
実
を
図
り
ま
す
。

病
時
・
病
後
児
の
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る

「
乳
幼
児
健
康
支
援

一
時
預
か
り
事
業
」
で
は
、
引

き
続
き
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。

今
後
の
市
立
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

「
大
村
市
立
保
育
所
整
備
計
画
」
を
基
本
と
し
て
、

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
学
校
週
休
2

日
制
に
と
も
な
う
土
曜
保
育
の
実
施
な
ど
、
各
種

の
施
策
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

母
子
家
庭
等
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
自
立
の
促

進
の
た
め
、

「母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業
」

を
設
け
、
就
労
支
援
に
努
め
ま
す
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
や
啓
発
活

動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
に
「
大
村
市

児
童
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
、
各
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

虐
待
防
止
に
努
め
ま
す
。

-
交
通
安
全
対
策
・
防
犯
対
策
の
推
進

若
年
運
転
者
が
関
わ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て

い
る
た
め
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
参
加
実
践
型

講
習
会
の
開
催
な
ど
、
交
通
安
全
教
育
の
充
実
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
施
設
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

防
犯
対
策
と
し
て
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
た
め
、

防
犯
灯
の
設
置
や
地
域
安
全
活
動
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

-
消
防
、
防
災
対
策
の
充
実

消
防
・
防
災
施
設
や
機
材
の
整
備
・
更
新
を
計

画
的
に
行
い
、
地
域
防
災
能
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

「
自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
自
ら
の
街
は
自
ら

守
る
」
の
主
旨
で
発
足
し
た
町
内
、
単
位
に
よ
る
自

主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
の
協
力
に
よ
り
、
現

在
、
市
内

一
円
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
組
織
の
結
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
を
中
心
に
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ

た
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

快
適
環
境
の
整
備

-
環
境
保
全
へ
の
取
組

本
年
1
月
に
策
定
し
た
「
大
村
市
グ
リ
ー
ン
購

入
推
進
方
針
」
に
よ
り
、
市
が
率
先
し
て
環
境
に

配
慮
し
た
物
品
を
購
入
し
、
市
民
や
事
業
者
へ
の

グ
リ
ー
ン
購
入
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
大
村
湾
の
水
質
保
全
の
た
め
、

県
、
沿
岸
市
町
お
よ
び
関
係
各
団
体
と
協
力
し
、

生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
、
大
村
湾
の
浮
遊
ご

み
除
去
、
地
域
へ
の
啓
発
活
動
を
引
き
続
き
行
う

な
ど
、
湾
の
浄
化
対
策
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
全
国
閉
鎖
性
海
域
環
境
保
全
連
絡
会
」

に
お
い
て
は
、
組
織
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
各
府
省
に
対
し
特
別
措
置
法
の
制
定
を

求
め
て
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

-
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進

環
境
を
大
切
に
す
る
心
と
環
境
保
全
活
動
に
主

体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
育
み
、
地
域
に
お
け
る

環
境
保
全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

市
民
を
対
象
と
し
た
「
や
さ
し
い
環
境
講
座
」
や

環
境
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
「
環
境
出
前
講
座
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
環
境
教
育
・
学
習
を
推
進
し

ま
す
。

-
廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

本
年
か
ら
、
指
定
ご
み
袋
の
よ
り
小
さ
い
サ
イ

ズ
の
導
入
や
E
M
菌
を
活
用
し
た
生
ゴ
ミ
堆
肥
化

容
器
購
入
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
力

員
」
を
募
集
し
、
地
域
の
資
源
物
・
不
燃
物
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
の
分
別
排
出
な
ど
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
な
ど
、
市
民
と
行
政
と
の
連
携
を
強
化
し
ま

す
。併

せ
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ

ッ
ト
な
ど
で
、

一
部
の
資
源
物
の
屈
舗
回
収

を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
、
つ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
不

法
投
棄
防
止
対
策
と
し
て
、
「
大
村
市
不
法
投
棄
対

策
協
議
会
」
に
よ
る
連
携
を
更
に
強
化
し
、
不
法

投
棄
の
抑
止
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
保
健
環
境

推
進
員
等
と
連
携
し
、
監
視
活
動
の
強
化
や
市
民

モ
ラ
ル
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

-
住
宅
・
住
環
境
の
整
備

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
え
を
年
次
計
画

で
進
め
、
良
好
な
住
環
境
m

つ
く
り
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
か
ら
建
替
え
を
進
め
て
い
る
小
路
口
住
宅

は
、
本
市
で
は
初
め
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
、

全
て
の
階
を
高
齢
者
や
車
椅
子
利
用
者
に
配
慮
し

た
6
階
建
却
戸
が
完
成
し
ま
す
。

-
排
水
対
策
の
推
進

下
水
道
事
業
は
、
生
命
財
産
や
地
球
環
境
を
守

る
総
合
的
な
都
市
基
盤
・
環
境
基
盤
と
し
て
、
幅

広
い
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
合
併

処
理
浄
化
槽
を
併
せ
た
汚
水
処
理
施
設
整
備
率
は

回
%
を
超
え
、
県
下
8
市
の
中
で
最
も
高
い
普
及

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
は
、
新
た
に
始
ま
る
第
9
次
5
カ

年
計
画
(
平
成
日
年
度
1
四
年
度
)
に
基
づ
き
整

備
を
進
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
事
業
計
画
区
域

外
の
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

「高
度
処
理
型

合
併
処
理
浄
化
槽
」
の
設
置
を
推
進
し
て
お
り
、

設
置
や
維
持
管
理
に
対
す
る
市
独
自
の
助
成
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

-6-

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

-
ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
の
塾
講

心
の
教
育
を
重
視
し
、
道
徳
教
育
や
生
徒
指
導

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
体
験
的
な
学
習
を
通

し
て
地
域
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

ゆ
と
り
の
中
で
生
き
る
力
を
育
む
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
各
学
校
が
児
童
生
徒
の
実
態
や
地
域
に

根
ざ
し
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

玖
島
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、
本
年
7

月
の
完
成
に
向
け
建
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平

成
問
年
度
の
運
動
場
整
備
に
向
け
実
施
設
計
に
着

手
し
ま
す
。

-
幼
児
教
育
な
ど
の
充
実

今
後
の
市
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

第
2
次
大
村
市
立
幼
稚
園
教
育
懇
話
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
幼
児
教
育
環
境
の
振
興
と
充
実
を
図
る

た
め
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

5
・
6
歳
児
を
対
象
に
、
夢
を
抱
か
せ
、
健
や

か
な
心
を
育
む
た
め
、
「
わ
く
わ
く
夢
ぃ
つ
く
り
事
業
」

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

-
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
の
充
実

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
き
め
細
や
か
な
教

育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手

(
A
L
T
)
を
活
用

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り
、

国
際
化
社
会
に
対
応
し
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

中
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大
村
市
中
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学
校
完
全
給
食
検
討
懇
話
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

結
論
を
出
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

-
青
少
年
の
健
全
育
成

担
世
紀
を
担
う
青
少
年
が
、
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
「
コ
コ
ロ
ね

っ
こ
運

動
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
・

学
校

・
地

域
社
会
の
協
力
の
も
と
、

一
体
と
な

っ
て
総
合
的

な
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
教
育
の
館
」
に
開
設
し
て
い
ま
す
学
校
適
応

指
導
教
室
(
あ
お
ば
教
室
)
で
は
、
不
登
校
の
児

童
生
徒
の
学
校
復
帰
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
ヤ

ン
グ
テ
レ
ホ
ン
な
ど
に
よ
る
相
談
業
務
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

-
生
渡
学
習
社
会
の
形
成

市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
、
つ
く
り
の
た
め
、
学
校
教
育
と
社

会
教
育
の
融
合
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
講
座
の
充
実
や
図
書
館
の

利
用
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
公
民
館
の
充

実
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
英
語
力
向
上
の
た
め
、
引
き
続

き
「
英
会
話
講
座
」
や
「
英
語
弁
論
大
会
」
を
実

施
し
ま
す
。

-
歴
史
文
化
遺
産
の
保
護
・
継
承
と
文
化
の

創
造

歴
史
的
文
化
遺
産
を
保
護

・
顕
彰
し
、
市
内
の

史
跡
や
埋
蔵
文
化
財
な
ど
の
保
存
・
調
査
に
努
め

る
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
資
料
の
散
逸
を
防
ぎ
、

大
村
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
の
掘
り
起
こ

し
と
収
集
保
存
お
よ
び
郷
土
芸
能
の
保
存
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
大

村
人
た
ち
の
顕
彰
を
通
じ
て
、
日
本
の
近
代
化
に

果
た
し
た
大
村
の
歴
史
と
文
化
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
が
行
う
芸
術
文
化
活
動
の
支
援

や
文
化
団
体
の
育
成
を
図
り
、
文
化
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

-
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
普
及
・
推
進

楽
し
く
躍
動
す
る
「
活
き
活
き
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
、つ
く
り
」
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実
、
教
職
員
の
指
導
力
向
上
、

学
校
体
育
・

学
校
保
健
の
充
実
、
安
全
教
育
の
徹
底
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
年
齢
や
身
体
状
況

に
応
じ
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
て
、

指
導
者
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
萱
瀬
ウ
ォ
l
ク」

を
継
続
開
催
す
る

な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

-
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

塾講
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
営
野
球
場
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
改
良
や
南
部
運
動
広
場
の
ト
イ
レ
改
築
な

ど
、
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

-
長
崎
ゆ
め
総
体
の
成
功
に
向
け
て

本
年
7
月
か
ら
8
月
ま
で
、
「
長
崎
が
君
の
鼓
動

で
熱
く
な
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
内
8
市
立

町
1
郡
に
お
い
て
、
高
等
学
校
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
で
あ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「
長
崎
ゆ
め
総
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
女
子
、
卓
球
、
登
山
の

4
競
技
が
7
月
お
日
か

ら
8
月
ロ
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
大
会
期
間
中
は
、

選
子
・
監
督
等
約
6
5
0
0
人
を
は
じ
め
、
多
数

の
関
係
者
の
来
訪
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

本
大
会
に
向
け
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
大
会
参
加
者
等
を
温
か
く
迎
え
、
若
人
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な

万る
全よ
のう
準
備県
体お
命リょ
のび
も関
と係
開団
催体
成と
功連

長携
め協
主力
9。し

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

景
気
低
逃
が
長
引
く
中
、
1
人
あ
た
り
購
買
力
が

減
少
し
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

売
上
の
向
上
と
新
規
フ

ァ
ン
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
8
大
特
別
競
走

(
S
G
)
の
獲
得

に
向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
開
設
日

周
年
記
念
競
走
と
競
艇
祭
の
特
別
競
走
に
全
力
を

注
ぎ
ま
す
。

場
開
場
外
発
売
に
つ
い
て
は
、

S
G
競
走
や
ナ

イ
タ
ー
レ

l
ス
に
加
え
、

G
I競
走
の
広
域
発
売

を
更
に
拡
大
し
ま
す
。

県
内
・
外
に
お
い
て
設
置
を
進
め
て
い
る
、
専

用
場
外
発
売
場
に
つ
い
て
は
、
早
期
設
置
・
稼
働

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
競
艇
事
業
活
性
化
特
別
委
員
会
の
提
言

を
真
撃
に
受
け
止
め
、

経
営
再
建
計
画
を
策
定
し
、

事
業
の
継
続
を
図
り
ま
す
。

協
働
と
交
流
の
推
進

-
参
加
と
協
働
の
ま
ち
い
つ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
福
祉
・
環
境
・
教
育

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、

大
村
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
総
合
窓
口
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
支
援
や
各
種
講

座
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
0

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

平
成
日
年
6
月
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
が
、
平
成
日
年
4
月
に
は
「
配
偶
者
に
対
す

る
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
法
的
整
備
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
法
律
の
内
容
を
踏
ま
え
、
市
民

の
意
識
調
査
や
学
習
会
等
を
実
施
し
、
市
民
と
協

働
し
て
、
新
た
に
「
お
お
む
ら
男
女
共
同
参
画
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

-
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
の
推
進

こ
れ
ま
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

共
和
国
シ
ン
ト
ラ
市
や
中
華
人
民
共
和
国
上
海
市

閲
行
区
と
の
支
流
を
市
民
や
民
間
団
体
と
共
に
活

発
に
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

本
年
は
、

5
月
に
シ
ン
ト
ラ
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
公
式
訪
問
団
を
迎
え
、
両
市
の

一
層
の
交
流

を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
学

・
高
校
生
に
よ
る
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
相
互
派
遣
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

併
せ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
か
ら
招
致
し
て
い

る
国
際
交
流
員
と
市
民
と
の
交
流
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

上
海
市
関
行
区
と
は
、
引
き
続
き
市
民
や
民
間

団
体
と
共
に
、
中
学

・
高
校
生
の
派
遣
を
は
じ
め
、

両
市
・
区
の
交
流
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
ま

す
。一

方
、
国
内
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
秋
田
県
角
館

町
、
兵
庫
県
伊
丹
市
を
は
じ
め
、
国
道
4
4
4
号

で
繋
が
る
佐
賀
県
鹿
島
市
と
は
、
市
民
や
関
係
団

体
と
の
女
流
を
更
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
ゆ
か
り
の
地
の
宮

崎
県
西
都
市
、
西
海
町
、
千
々
石
町
、
波
佐
見
町

と
共
に
、
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た

4
少
年
の
功
績

を
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
認
識
さ
せ
、
歴
史
的
な

縁
を
大
切
に
し
、
地
域
間
の
連
携
・
交
流
を
深
め

る
た
め
、
引
き
続
き
少
年
使
節
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
共

和
国
な
ど
に
派
遣
し
、
お
互
い
の
地
域
の
発
展
に

努
め
ま
す
。
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選挙はみんなでする政治です

統企地点選挙
4月は全国的に統一地方選挙が行われます。大村市でも県議会議員選挙
(議員定数3人)と市議会議員選挙(議員定数28人)が行われます。
私たちにとって、今後4年間の県政や市政を任せる人を選ぶ、最も身近
な選挙です。他人に惑わされることなく、また棄権することなく、もれな

く投票しましょう O

投
票
で
き
る
人

県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合

年
齢
要
件

昭
和
田
年
4
月
H
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
(
そ
の
日
が
誕
生
日
の

人
も
含
み
ま
す
)
。

住
所
要
件

平
成
日
年
1
月
3
日
ま
で

に
大
村
市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、
引

き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。
4
月
ロ
日

ま
で
に
県
外
ヘ
転
出
の
届
け
出
を
す
る

人
は
、
投
票
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

マ
長
崎
県
内
か
ら
転
入
し
て
来
た
人

1
月
4
日
以
後
に
県
内
か
ら
転
入
し

て
来
た
人
は
、
前
住
所
地
で
県
議
選
挙

の
投
票
が
で
き
ま
す
。
前
住
所
地
で
投

票
す
る
か
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
大
村
市

で
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
請
求
の
際
に
必
要
な
「
引
き
続
き

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
(
無
料
)

の
発
行
を
、
大
村
市
市
民
課
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

マ
長
崎
県
内
ヘ
転
出
す
る
(
し
た
)
人

長
崎
県
内
ヘ
転
出
す
る
(
し
た
)
人

で
、
新
し
い
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
ず
、
同

一
市
町
村
に
引
き
続

き
住
ん
で
い
る
人
は
、
大
村
市
で
県
議

選
挙
の
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

も
大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
が
、
転
出
先

の
市
町
村
で
「
引
き
続
き
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
、
大

村
市
選
挙
管
理
委
員
会
ヘ
投
票
用
紙
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転
出
先
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

市
議
会
議
員
選
挙
の
場
合

年
齢
要
件

昭
和
田
年
4
月
お
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
(
そ
の
日
が
誕
生
日
の

人
も
含
み
ま
す
)
。

住
所
要
件

平
成
日
年
1
月
四
日
ま
で

に
大
村
市
に
転
入
の
届
け
出
を
し
、
引

き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。
4
月
お
日

ま
で
に
市
外
ヘ
転
出
の
届
け
出
を
す
る

人
は
、
投
票
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。
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不
在
者
投
票

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で
、
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
不
在

者
投
票
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
仕
事
な
ど
に
従
事
す
る
予
定

②
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
区
の
区
域
外

に
い
る
予
定

③
出
産
や
病
気
な
ど
で
歩
行
困
難

④
県
内
の
他
の
市
町
村
ヘ
転
出
(
県
議

会
議
員
選
挙
に
限
り
ま
す
)

不
在
者
投
票
の
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所
別
館
1
階
)

期
間
お
よ
び
時
間

【
県
議
会
議
員
選
挙
】

4
月
4
日
働
j

U
日
出

午
前
8
時
お
分
j
午
後
8
時

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

4
月
初
日
間同
j
お
日
出

午
前
8
時
初
分
j
午
後
8
時

。
土
曜
・
日
曜
も
で
き
ま
す
。

印
か
ん
は
不
要
。
(
入
場
券
が
届
い
て
い

た
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

... ‘' 



午前7時~午後8時

午前7時~午後8時

4月13日(日)
4月27日(日)

県議会議員選挙

市議会議員選挙

選挙日当日(両選挙とも)午後9時10分から
シ-ハットおおむら(メインアリーナ)

※お願い 参観するときは、開票事務に支障を来さ ないようにご協力 ください。

【開票】

指
定
病
院
や
老
人
ホ

l
ム

な
ど
で
の
不
在
者
投
票

市
内
の
次
の
病
院
や
施
設
に
入
院

(
所
)
し
て
い
る
人
は
、
病
院
(
施
設
)

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
早
め
に
病
院
(
施
設
)
ヘ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

病
院
・
:
国
立
病
院
長
崎
医
療
セ
ン
タ

ー
-
大
村
市
立
病
院
・
県
立
大
村
病

院
・
大
村
共
立
病
院
・

貞
松
病
院
・
南

野
内
科
病
院

老
人
ホ

l
ム
な
ど
・
:
清
和
園
・
慈
恵

荘
・
泉
の
里
・
箕
望
荘
・
宝
樹
苑
・
サ

ン
ラ
イ
フ
・
ベ
イ
サ
イ
ド
大
村

そ
の
他
:
・
三
彩
の
里
・
パ
ー
ル
ハ
イ
ム

代
理
投
票

点
字
投
票

身
体
の
障
害
や
文
盲
な
ど
の
た
め
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
、
代
理
投
票
(
投

票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
書

く
こ
と
)
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
視
力

に
障
害
が
あ
り
、
点
字
で
投
票
す
る
人

も
、
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

重
度
の
身
体
障
害
者
の
人
は

郵
便
投
票
の
ご
利
用
を

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
人
は
、
郵
便
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
自
分
で
文
字

が
書
け
る
人
に
限
り
ま
す
。

こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
が
過
ぎ
て

い
る
人
は
、
早
め
に
交
付
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
を
す
る
人

は
、
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
書
に
郵
便

投
票
証
明
書
を
添
付
し
、
投
票
日
の

4

日
前
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

V
郵
便
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
両
下

肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
障
害
の

1
級
ま

た
は

2
級
の
人
。
ま
た
は
、
心
臓
・
じ

ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・

小
腸
障
害
の

1
級
ま
た
は

3
級
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
両
下

肢
・
体
幹
障
害
の
特
別
項
症
か
ら
第
2

項
症
の
人
。
ま
た
は
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
障

害
の
特
別
項
症
か
ら
第
3
項
症
の
人

③
そ
の
ほ
か
、
知
事
が
書
面
で
証
明
し

た
人

船
員
の
『
選
挙
人
名
簿
登
録

証
明
書
』
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
ヘ

投
票
日
当
日
(
不
在
者
投
票
の
際
も
)

投
票
所
に
入
場
券
と
一
緒
に
、
必
ず

「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
証
明
書
の
提
示
が

な
い
場
合
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
紛
失
し
た
場
合
は
、
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

選挙関係の E 
お問い合わせは・.. 

Pi~~JI~ill l代)

大村市選挙管理委員会事務局1
内線eDJ・ 341

...... 
9 



投票所案内図
午前7時~午後8時

午前7時~午後8時

4月13日(日)
4月27日(日)

県議会議員選挙
市議会議員選挙

堕重璽亘E酷Z寵EE:2翠謀;芸;Z諜喜謹塁F委?君F?君f認塁)?党5箆Z官?哲宮?1主再品z島弘iお8時3紛0扮分~午怜f後愛
市議会議員選挙 4月2初0日(沼日)--2お6日(土)午前8時3ω0分~午後8時

第 1投票所・今村公民館

県道
大村貝津線
一一曲目画面膚匝

第 2投票所・三浦出張所

海

第6投票所・前舟津公民館第11投票所・福祉センタ-

三三三4.tt三三
地域活:1・
パス
ターミナル.

第12投票所・医師会館

-
第
一
印
刷

ガソリン
ス合ンド• 

Hールレーン・

至佐世保

第 3投票所・鈴田出張所

至

早

第 8投票所・市立図書館第13投票所・古町公民館

乾馬場
岩本自転車.

鈴田小学校

-
T 

一一一三亙E

パス ・
タ ミナル

-酒屋

• 
高浜・
化粧品庖-

中
央
小
学
校

日本経寺

第4投票所・上久原公民館

熊野神社
干干• 

第9投票所・椎池公民館

邑一

公民館前バス停 2

• 東
大
村

~ 
寸」

校

第14投票所・中地区公民館工芸室
(西大村出張所となり)

陸上自衛隊大村駐屯地

-西大村出張所• .村 亡ヨ

口松並札口卜01・-
.・三てパー中村本庖

-
ス
ー
パ
ー
中
村

松
並
底

ミタカ電気.

圏直[3'f等

-10-

第5投票所・木場公民館

旭が正ストア

第10投票所・柴田公民舘

日長安寺

至佐世保
E・5歯磨頭i!G&:認定司自'--'"広‘

-忠霊塔

第15投票所・松並2丁目公民館

国
道
以
号

至
長
崎

至
佐
世
保k 

ふれあい広場

. <旧市病跡地)・

市立病院• 

'も内r



投票所入場券

県議会議員選挙については4月2日ころ、市議会議員選挙については4月16日ころに、
それぞれ郵便で皆さんヘ発送する予定です。
なお、 3月中旬以降に市内で転居した人は、名簿の移し替えができませんので、
入場券をよく確かめて記載された投票所で投票してください。

・投票所入場券をなくしたら…
選挙当日、ご自分の投票区の投票所に出かけ、係員に申し出てください。

その場で入場券が再発行され、すぐに投票できます。

第26投票所・萱瀬夕、ム記念会館

第27投票所・福重出張所

第28投票所・松原出張所

2野岳入ロバス停

至佐世保

第29投票所・高野岳集落センター

第21投票所・大村子供の家

至
竹
松
駅

第16投票所・放虎原小学校体育館

• 堀内 E蔵田
モータースE歯科医院
-E・
2原口
バス停

国道34号

圃・・・・・至長崎

一一一豆重罰

第18投票所・池田新町公民館

下池田 O
バス停ム

至佐世保

第22投票所・竹松出張所

• 
干竹松郵便局 国道34号

至佐世保 いみ長石 酬明四千圃

竹松支底
至長崎

.与那城医院
公園

.池田 -
保育所 -

第23投票所・富の原小学校体育館
国道34号
圏直圃圃・GS E 

原口
/ <，ス停

・|日大村ミル7プラン卜

第24投票所・宮小路2T自公民館 第19投票所・植松住宅集会所
至大村インター

干干

実天神社 2 

至佐世保I消防詰所 ・t • 2 
11 面|liiス亭、J宮路j 、

至佐世保 回道34号 至長崎
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第25投票所・萱瀬出張所

農協・
-保育園

守 1-
氷

神

-萱瀬中学校

第20投票所・竹松アパート集会所

吉岡商庖 ・. .

農協
みかん選果場• 



2/27一般廃棄物処理基本計画の策定
について、市長ヘ答申

大村市では、ごみや生活排水などの一般廃棄物の処理に
ついて、平成15年度から30年度までの長期計画の策定作業
を続けて来ましたが¥ごみ処理基本計画については「大村
市清掃審議会」から、生活排水処理基本計画については
「大村市環境審議会」から、それぞれ市長へ答申されまし
た。これは計画年度のごみなどの発生予測量をもとに、発
生の抑制や減量化、再資源化などの目標を定め、その目標
を実現していくための基本計画を定めるものです。

3/9大村湾沿岸一斉清掃
ふるさとのきれいな海や川を子どもたちに残したい、そ
のような思いから、大村湾をきれいにする会では年に 2回
の清掃活動を行っています。この日も大村公園近くの海岸
には多くの市民が集まり、木くずや空き缶などを拾い集め、
環境美化の意識を高めました。

~~ 

乙1to
九州電力闘大村営業所
からスズランの花が寄贈
されました。さっそく市
役所の窓口カウンターに
置かれ、やって来る市民
の目を楽しませました。

園時の動き・

IIi政TOPICS

2/16地場産給食を考えるシンポジウム
学校給食に安心・安全な地元農産物を利用し、子どもた
ちの健全な成長を願って、「地産地消」の取組を確立しよ
うという目的で、シンポジウムがコミュニティセンターで
聞かれました。会場は学校給食関係者、生産者、 PTAなど
関係各分野からの多くの参加者で埋まり、基調講演・パネ
ルディスカッションなどに真剣に耳を傾けていました。

2/23消防団冬季特別放水競技大会
日々市民の安全を守るために訓練を重ねている消防団員
が、ポンプ操法技術の速さと正確さを競う放水競技大会が、
県消防学校で聞かれました。各分団から 5人ずつ選ば、れた
15チームが、それぞれ消防車を降りてホースを伸ば‘し、放
水によって的となるポールを落とすまでのタイムと動きの
正確さが審査され、見事第6分団が優勝しました。
市内では今年は火災が多く発生しています。市民一人ひ
とりが火の元に気をつけて、火の用心に心がけま しょう。

• • •• • •• •• • • • • • • • • • •• • • • • • • • •• • • • • •• ••• • • • • • 
新型ミニパトカーの配備

(大村警察署大村駅前交番)

「街頭犯罪等の抑止総合対策」を強力に推進中の大村警
察署では、その一環として、自転車盗関係の事案が多い大
村駅前交番に、新型ミニパトカー (小型警ら車)を配備し
ました。このことによって、自転車盗の積極的な検挙・盗
難被害にあった自転車など証拠品の搬送などに迅速に対応
できるようになりました。今後も市民の皆さんの要望を踏
まえ、効果的な地域警察活動が推進されることカf期待され
ます。

-12-



「パブリックコメント制度-
を導入します | 

平成15年4月1日から「パブリックコメント制度」を導
入します。パブリックコメント制度とは、市が基本的な計
画などを立案する際に、市民の皆さまに計画等の案を公表
して、意見を募集し、その意見を考慮して最終決定を行う

一連の手続きです。
計画等の案は、市のホームページに掲載するとともに、
担当課・情報コーナー・出張所などに備え付けます。

・企画調整課 (内需泉222)

市民の憩いの場に~公園の整備が進む

岳ノ木場公国がきれいになりました
雄ケ原地区環境整備事業の一環として、平成12年度から
整備を進めていた岳ノ木場公園入口の工ントランス広場と
駐車場が完成しました。春は桜に始まり、ツツジ、アジサ
イなどの花が咲き、秋になると紅葉が楽しめる自然豊かな
公園です。皆さんもお出かけになってみてはいかがですか。

諏訪公園もリフレッシュ

Q 

A 

- 13-

市政ほっとらいん
市役所でパート職員として働きたいのですが?
子育ても終わり時間の余裕が、できたので、ワー
プ口の技術を生かして市役所でパートか何かの
仕事をしたいのですが。

大村市では、パート職員・嘱託員について、一部
の特殊な免許・資格・経験が必要なものを除いて、
平成14年度から「公募制」を採用しました。広報紙
やハローワークを通じて、必要な職種についての求
人を掲載することによって、皆さんに雇用の機会を
広く均等にお知らせするようにしています。パート
職員と嘱託員ではそれぞれ勤務条件が少々異なりま
すので、詳しいことはお気軽にお問い合わせく ださ
し、。

-人事課(内線272)

3/2小学生・中学生スポーツ表彰式
いろんなスポーツ大会で活躍した市内の小中学生117人
に対して、シーハットおおむらのさくらホールで表彰状が
渡されました。おめでとうごさ、1ました。

。スポーツ特別賞
岳藤湖、栗山亜希子、田島美央、大石ひとみ、中塚健太
Oスポーツ賞
里見かおる、遠岳愛美、堤早希、早田彩、八木由美子、
馬場ゆかり、畑中将健、堀口葵、延喜寺博亮、延書寺隆之、
浦田直人、増本幸樹、山本啓太、板倉健、森新一、藤永理
奈、宮崎千尋、田中智恵、橋口依里子、今野那奈、津田絵
梨華、小林奈緒、大瀬良リナ、古門葵、吉川佳恵、寺井友
紀子、山本真梨奈、管沙織、坪口夏子、豊村佳織、杉本裕
美、藤田尚吾、福田彩香、宮崎麻衣、田中みゆき、永石美
由紀、白元真弓、野川真一、山口紘司、山下俊哉、神近健
太郎、佐藤慶太、出口夏喜、下村理恵、漬屋麻希、旭量平、
川野友和、古川恭平、小泉和也、中島俊、小柳勇太、橋口
輝義、白川太陽、木下紗由里、白漬かおり、中島美咲、中
道望、坂本佳也、前原隆一、永田健太郎、吉津周馬、久留
米煩太、松尾かなみ、吉田絵梨奈、落合由樹、落合美穂、
栗原捺希、渡瀬瑛皇、山崎可奈子、中道成美、古川|文香、
進藤江荊果、山口友里、石原早織、松下沙紀、三好愛弥、
木村彩美、古賀由香里、木佐貫歩、小泉奈穂、杉本康太、
松尾智彦、晦日研、神近廉三、水野仁人、高取広太郎、中
村充利、米村章吾、栗原孝佳、平野達朗、福田健人、森岡
輝、藤原竜平、出口岡IJ、久富隆一、松竹貴大、松田一也、
日野和磨、野島成将、坂上徹、西田和孝、坂本瞳、城太陽、
野中瞳、昔日l有花、森香織、山下美帆、宮前千代乃、迎美
希、浜口瞳、松尾朔子、倉野奈々

このコーナーでは、市政に関した質問を受け付けています。、

置司面耐a ・官製はがき・封書
・「市民の声ファックスJFax54・6600
.EメーJレ kouhou@city.omura.nagasaki.jp 
・「市長さんこんにちは」
(投書箱:市役所、各出張所に設置)

などを利用して次のあて先まで送ってください。

※住所・氏名・電話番号をお忘れなく 。

-院通E品百直面LII監書面a・
干856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所秘書広報課内 (内線204)

「市政ほっとらいんJ係



行政らしれぼれ

市民の皆さん、事業者の皆さん

グリーン購入をすすめましょう

大村市では、日常業務によって環境に与える影響をできるだけ少なくするため、「大村市グリーン購入推進方針」を

定め、平成15年4月1日から運用を開始します。

市民の皆さん・事業者の皆さんもグリーン購入の推進にご協力ください。

。グリーシ購入ってなに? 。どんなものが環境にやさしいの?
「グリーン購入」とは、商品やサービスを購入する際 グリーン購入の参考となるのがエコラベルです。いろん

に必要性をよく考え、価格や品質だけではなく、 環境に な団体が用途に応じた環境ラベルを設定していますので、

与える影響ができるだけ小さいものを優先的に購入する 参考にしてください。

ことです。

※グリーン購入をすすめていくことで、自分自身が環境

に対する意識を高めるとともに、商品をつくる企業側に

も環境に配慮した経営努力を促すことになります。 〈⑨"
闘
世
尼===== = 

環境保全に役立つ商品 再生紙利用商品につけ 素材に再生紙を使用し
※グリ ーン購入・エコマークに関する情報は次のホーム につけられるマーク られるマーク た環境対応商品につけ

ページでもご覧になれます。
られるマーク

0グリーン購入ネットワークh匂://eco.g∞.ne.jp/ gpn/ 

銀表 d4F d， 0日本環境協会エコマーク事務局

h句:/1羽市w.jeas.or.jp.jecomark/ 
0グリーンステーション h即://WWW.grl田ns凶 on.net/ 非木材パルプを使用し 使用済みのペットボトル 「国際エネルギースタープ

た紙・紙製品・加工品 からリサイクルされた商 ログラムjの基準に適合す
.問い合わせ 環境保全課(内線142・14 4) につけられるマーク 品に表示されるマーク る製品に表示されるマーク

廃棄物の不法投棄や焼却は

やめましょう!
廃棄物の不法投棄や焼却の禁止については、次のとおり

法律で定められています。

皆さんで環境保全に取り組みましょう。

。廃棄物の処理及び清掃に関する法律

【投棄禁止]

何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。(第16条)

[焼却禁止]

何人も、次に掲げる方法による場合を除き、廃棄物を焼

却してはならない。(第16条の2)

①災害の予防、応急対応又は復旧のために必要なもの

②風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要なもの

③農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないもの

④日常生活での焚き火程度の軽微なもの

。罰則

家族そろって加入しましょう

市民交通傷害保険

平成15年度加入受付中

。掛け金

1口年額480円
(1人2口まで)

.問い合わせ 安全対策課(内線21 4)または各出張所

違 反 行 為 罰 買Ij 等
産業廃棄物を無許可の処理業者

5年以下の懲役または1，∞o万円以下の罰金に処分委託した場合

マニュフェストを交付しなかった場合 50万円以下の罰金

一般廃棄物を不法投棄した場合 5年以下の態役または1，∞0万円以下の罰金

産業廃棄物を不法投棄した場合 5年以下の懲役または1，∞0万円以下の罰金
(法人 :1億円以下の加重罰)

廃棄物の運搬・処理の営業を
5年以下の懲役またはL∞0万円以下の罰金無許可で、行った場合

行政の改善命令に違反した場合 3年以下の懲役または300万円以下の罰金

野外焼却を行った場合 3年以下の懲役または300万円以下の罰金

.問い合わせ 環境保全課(内線142・14 4) 

県央保健所ft26-3305

夕暮れ時の早め点灯

雨・曇天時の点灯

。日没1時間前には前照灯をつけましょう。

0雨・曇天時は、昼間でも点灯しましょう 0

・早めの点灯時間(目安)

4月...午後6時o0分ごろ
5月...午後6時30分ごろ

早めの点灯は

安全運転のシンボルサインです。

-14-



行眼らしれぼれ

大村市自転車マナーアップ運動を

始めます
大村市は地形的に平坦なところが多く、自転車の利用者が

多いまちです。しかし、そのマナーは決して良いとは言えま

せん。そのため大村市では、 「大村市自転車マナーアップ推進

協議会」を発足し、市民運動としてその向上を目指します。

市民皆さんのご理解とご協力をお願いします。

。街頭運動
期間 4月14日(月)-4月18日働

時間毎日午後4時一5時泊分

場所

①国道34号沿いの主な交差点

(大村公園前交差点~桜馬場交差点)

②大村駅周辺

内容

各関係機関・団体からの参加者が、自転車利用者ヘ

マナーアップの呼びかけを行います。

。自転車盗被害にご注意を!
長崎県警の調べによると、県内における自転車盗発生件数

は、大村警察署管内が一番多く (昨年291件)、被害者が後を

絶ちません。その被害者のうち約7割の人がカギを掛けてい

なかったために盗難にあっています。

被害にあわないためにも防犯登録を行い、自転車から離れ

るときは必ずカギを掛けるよう、心掛けましょう。

置問い合わせ 大村市少年センタ一色54-6405

清掃課からのお知らせ

Oダイオキシシ類濃度測定結果
清掃センター焼却炉からの排ガス中のダイオキシン類濃度

を測定したところ、結果は0.28-0.52ナノグラム-TEQ/rrfNで

した。これは、基準値 (5.0)以下の低い数値であり、運転管

理が良好であることを示しています。(※平成12年からはリサ

イクルによってフ。ラスチック類が減った後の値で、す。)

単位.ナノグラムーTEQ/rrtN

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年

1号炉 O. 75 0.30 O. 1 9 O. 28 
2号炉 O. 52 O. 3 1 O. 3 4 O. 52 
3号炉 O. 66 O. 22 O. 2 4 O. 49 

平成12年1月~平成13年1月148まで基準適用猶予

基準値 平成13年1月15日一平成14年11月30日 80.0ナノグラムーTEQ/rrtN
一 一 ー 一 一一一 一一一一一一一一一一一ー
平成14年12月1日(既設焼却場の基準)-5.0ナノグラムーTEQ/rrtK

※ 1ナノグラム=10億分の1グラム

。し尿処理施設からのお願い
最近、くみ取りし尿の中に、おむつ・タワシ・下着・油な

どの異物の混入が多く、し尿処理施設のポンプや配管が詰ま

るなどの障害が多発しています。特に油の混入は、し尿処理

プラントに重大な支障をきたします。便槽にはこれらの異物

を絶対に落とさないようにしてくださ~ )0 

・問い合わせ 清掃課 包54-3100

..... 

-固定資産課税台帳の閲覧

-土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

O固定資産課税台帳の閲覧制度および価格
などの証明制度が制定されました
税法の改正により、これまでの縦覧制度は平成15

年度から固定資産課税台帳の閲覧制度として衣替え

しました。これにより、納税義務者が固定資産課税

台帳のうち自己資産について記載された部分を一年

中確認することができるようになったとともに、借

地・借家人も対価を支払って使用または収益してい

る部分についての固定資産税の課税内容を閲覧・証

明申請ができるようになりました。

閲覧できる人

①固定資産税の納税義務者およびその代理人

(代理の場合は承諾書が必要です)

②借地人・借家人(権利関係および有償である旨

がわかる賃貸借契約書などが必要です)

閲覧開始日 4月1日ω
閲覧場所税務課固定資産税係

閲覧手数料有料(ただし下記の縦覧期間中は無料)

。縦覧帳簿を縦覧できるようになりました
納税者は、自己が所有する土地家屋の評価額が適

当かどうか判断するために、 他の土地・家屋の評価

額が記載された縦覧帳簿を縦覧することができるよ

うになりました。

縦覧できる人

固定資産税の納税者およびその代理人

(代理の場合は承諾書が必要です)

※固定資産税が課税されていない人は縦覧できません。

※土地の納税者は土地の、家屋の納税者は家屋の

縦覧帳簿の縦覧ができます。

縦覧期間 4月1日(刈-6月2日(月)

(土・日曜日、祝日を除く)

縦覧場所税務課固定資産税係

縦覧手数料無料

量問い合わせ

税務課固定資産税係(内線120・12 1) 

(一市一リ一 、
今月の展示作品 A 

。 4 月 1 日 ~4 月 10 日 大村墨影会(水墨画)

~ 4 月 11 日 ~4 月 20 日 能面教室無双会(能面・小面)

~ 4 月 21 日 ~4 月 30 日 書道協会大村支部(心の鏡)

山本芝苑教室児童・ OB展 (書道)

-問い合わせ 文化振興課(内線37 2) 



行政らしれぼれ

市民課からのお知らせ
市民課の窓口は、 3月下旬から 4月上旬にかけて転
勤などにともなう転入・転出の手続きなどで大変込み
合います。
こんなとき、住民票 1通取るのにも普段より時聞が
かかってしまいます。

-冨田盟理彊 市民課(内線100)

住民票や印鑑証明あるいは戸籍謄本など、わざわざ
市民課に出てこなくとも、近くの出張所でも取れるこ
とをご存じですか?

証明書の種類と手数料

住民票の写し
[ 1通300円]

戸籍
(全部事項証明・個人事項
証明)
[ 1通450円]

除籍謄本・抄本の写し
(改正原戸籍を含む)
[ 1通750円]
※出張所ではとれません。

戸籍附票の写し
[ 1通300円]

住民票記載事項証明書
[ 1通300円]

印鑑登録証明書
[ 1通300円]

身分証明書
[ 1通300円]
※出張所ではとれません。

公現況的年証金明受給権者

[無料]

申請に必要なもの・注意事項

-同じ人世詳ま帯した以いは請外第求の三理人者由がの請と請委求求任すは状る印とき
・代は理、 かん

-印かん

配 親ど族)そ(父母・祖求父人
れ以外の

-戸籍偶者子京にと委記すか・住載置孫る状場嘉なされている入、 その

理母が請由 合は、詳しい請

-・①印除本かんかが害イのれ、長請配関官たを求偶戸係公証で籍者署明をき有にかにすま記提直するす載系出のる。され②裁ているな人 親人族③ ④E 判な
な手どIJ する人
当所相続闘ど に必要
人な

-印かん

-同きはじ、世詳帯以しい外請の求人理が由請と求委す任る状と

-記載事項証明用紙を持参してく

ださ委し世、任。帯状以-同じ 外の人カf請求すると
きは

-・代者印鑑理の登住人録所が証申・氏請(名カすーをる確ドと)認きしはま、す登。録

-代印かん
- 委理籍任地人状のが申請するときは、 本人

・本の 市町村でしか請求でき
ません。

-年金受給者現況届を持参してく
ださL、。

|住民票・戸籍などの請求方法 1 

園郵便請求 手数料 「郵便定額小為替」と申請書・返信用
封筒を同封して請求できます。住民票の写し、戸籍の全
部および個人事項証明などがとれます。 (詳しくは市民
課へお尋ねいただくか、大村市ホームページ内の「市民
のしおり」をご覧ください。)
・電話予約 平日の電話予約で、土・日曜日・祝日に 「住
民票の写し・印鑑証明書」を受け取ることができます0
・証明書自動交付機の利用 大村市民カード(印鑑登録証)
に暗証番号を登録すれば、土・日曜日・祝日や平日も午
後7時(図書館は 6時)まで 「住民票の写し・印鑑証明
書・税証明」を受け取ることができます。

※電話予約・自動交付機では、戸籍関係の証明は取り扱い
できません。

|印鑑登録 l 
印鑑登録は、市役所だけでしかできません。本人が申請
する場合は、登録する印かん・登録する本人であることを

証明するもの(運転免許証、パスポートなど官公庁が発行
した写真付のもの)が必要です。代理人による登録につい
ては、即日発行ができません。

|出張所での業務 1 

-各種証明書の交付
住民票の写し・印鑑登録証明書・戸籍(全部事項証明書・
個人事項証明書・附票)・年金受給者現況届証明・
住民票記載事項証明など
各種税証明(納税・課税・所得・資産証明など)
.住民異動届 転入届・転出届・転居屈など
・国民健康保険被保険者関係 資格取得、喪失に関する届
・国民年金被保験者関係 資格取得、喪失に関する届
・市税・国保税・下水道使用料・住宅使用料・
年金保険料などの収納

「大村市民カードへの切り替え期限は5月間です 1 
早急に「大村市民カードjヘ切り替えをお願いします
(旧) 董薗書号

&~ 

ゆ 印鑑登録ユ証

長崎県大村市長 員血1通詞

一一一-----...， 
(新)

「旧印鑑登録証」から「大村市民カード」への切り替え期間があとわずかとなりました。 まだ

切り替えがお済みでない人は、早急に切り替えをお願いします。

期限が過ぎると、現在登録している人もまったく新規の登録手続き(有料)となり、身分確認の

ために写真付きの証明書(運転免許証など)の提示などが必要となります。

なお 6月からは、旧印鑑登録証では証明書の交付ができませんので、ご注意くださt':¥0 

.問い合わせ 市民課(内線 100~102)

-16-



水の星「地球」に暮らすわたしたち…。水は、わたしたち人間はもとより地球上のあ

らゆる生物に必要なものであり、生活に欠かすことのできない大切なものです。

しかし、わたしたちが使える水は、地球上の水の0.8%にすぎません。

水道局では、この「限りある水Jを無駄なく有効利用するために、漏水の早期発見、
早期修繕につとめています。

次のようなことを発見したら、ご連絡をお願いします 0

.晴れているのに道路がぬれていたり水たまりがある O

・道路や側溝から水がしみでている O

[本管漏水状況]
スイミーちゃん

ご家庭でもできます「漏水調査」

こんなことはありませんか 7

-語、に水道料金が高くなった。

-夜中に「ゴーJrシュ-Jといった音がするo
・トイレの便器の水が波打っている O

-庭先などに、いつも湿っている所がある O

-蛇口の水の出方が急に弱くなった。

こんなときは漏水しているかもしれません。

ご家庭の水道メーターを確認してください。

i不道局一明言詰 5ム-水を使用していないのにパイロットが回っているときは漏水しています。

今年度の漏水調査 (専門業者へ委託)は、平成14年8月~平成15年1月末までの期間に実施しました。

漏水の発見件数は172件で、その量は 1時間あたり、 およそ160mにのぼりま したD

1日あたりの漏水量は3，840mで、なんと25mプールの約13杯分にもなります。

漏水発見件数 (172件) 推定漏水量 (160m/h) 

. 宅地内 [ 公道上
83件 L....J 89件

置 宅地内 [ 公道上

87m/h L....J 73m/h 

17 



ーこちら大村市消防団

火災予防運動(11/9-15); ¥.独居老人宅訪問(11/9-15)

毎年、春と秋の火災予防運動の一 春と同じように独り暮らしのお年寄

環として火災のないまちづくりを目 りのお宅を訪問しました。

指して広報活動を行っています。

秋季合同訓練(慈恵荘) (11/10) 

消防署、消防団による秋季合同訓練を慈恵荘で行いました。

消火活動はもちろんのこと 、入所者を迅速に安全な場所に誘導・

避難させ、けがをした人を迅速に救護処置し安全な場所に誘導する

など、実践さながらの訓練でした。

平成15年大村市消防出初式 (118)

毎年 1月8日、市民会館で大村市消防出初式が

行われます。

今年も多くの団体・個人カf表彰を受け、行進に

は幼少年防火クラブ・婦人防火クラブなど、多数

の参加がありました。

歳末特別警戒 (12/28-31)
毎年12月 28 日 ~31 日の 4 日間 、 午後 8 時から午前 5 時まで歳
末特別警戒として各分団で管轄地域を巡回し、火災予防に努め

ています。

また、冬場も各分団一斉に消防訓練を行っています。

火災多発注意グ
活力ある消防団員を募集しています!
消防団は、「郷土愛護の奉仕の精神」で火災やそ

の他の災害から市民の生命、身体、財産を守る崇高

な任務につきます。市内で火災が多発しています。
火の元に注意し、

一人ひとりが火の用心に心がけましょう。

-19-

。資格 18歳以上志操堅固かつ身体強健な方

・大村消防署 fi52-4138 

・安全対策課 fi53・4111(内線217)

...... 

こちら大村市消防団

火災予防運動 (311-8)

毎年、春と秋の火災予防運動の一環として火災のない

まちづくりを目指して広報活動を行っています。

応急手当普及員 (24時間講習)資格取得
(4/21・5112・5/26) 独居老人宅訪問 (3/1-8) 

24時間講習にトライ ! 県央消防本部管内で初の試みであ
る 「応急手当普及員J資格を受講者全員が取得|
心肺蘇生の基礎講習、人形を使用しての実技指導に悪戦苦

闘しながらも、全員が協力し合い充実した24時間でした。こ
れからは一人でも多くの方々に応急手当の大切さを伝えて、

応急手当受講者が増えていくよう頑張ります。

消防署員と団員で各班にわかれ、独り暮らしのお年寄り宅

を訪問し、危険箇所の点検・火災時の連絡方法の確認などを

行っています。お年寄りの方々が.安全に安心して暮らせる生

活環境作りに、微力ですが私たちも努力していきます。

長崎県消防ポンプ操法大会 (8/6)

長崎県消防学校で、長崎県消防ポンプ操法大会が

開催され、選手はトッフバッターでの操法にもかか

わらず、短期間で中身の濃い訓練に励んだ成果を十

分に発揮しました。

夏季持理j教養劃鐸 (7/14)
消防団幹部団員の指導能力の向上、新入団員の消防に関する

基礎知識・技術の習得を目的に、毎年、暑い夏に行っています。

ホースの取り扱い、口一フの結び方などを消防署員から指導

してもらい、参加者全員が‘滝のよ うな汗を流しました。

水防訓練 (6/2)

梅雨の時期を控え、豪雨などによる災害 (河

川の堤防越水決壊など)に備えて、土のうの積

み上げなどの水防工法技術を取得し、緊急時に

すばやく対応できるよう訓練を しています。

-18-
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市役所
853・41刊 (代)イベコト案内
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間2~師大村公園内

.桜まつり
場所 大村公圏内大村神社境内

特設ステジ
時間 13:00-15:30 

内容 02003ミス大村選彰式
o r永井裕子」歌謡ショ一

位置M3.大村市阻光凶会怨52-3605

4月6日[固
・第14回おおむら「ほら石吹き大会」
場所 大村公圏内大村神社境内

時間 10:00-12:00 

畳付当日豊It(書加輯料)
直径iメートルの石の穴を吹いて 音の大ささや膏色を鱒います.
~.貨と共に 上位入賞者には豪績賞品をプレゼントH

(社J*村市観3隆也会 曾".3曲S
1!I!t;UIU?'I.'舎 宮52.2醐

全国蔵総傭微温室 ""‘'"内日378

0lIl霊D 商工観光諌 (内輯242)
大村市盟光也会倉52-3605

おおむら

圃

4月6日(日)-29日(火)
・・，!i 裏見の海自県花亮{立福寺町)
日本以掃の 「ツク γ ンヤクナゲjをはじめとして
世列各凹45僧煩5ぷ~本のンヤクナグが、 IVIIIIl中同時挟しと咲き乱れます.J'"物iR.，'i'，阪"ゃ写真コンテスト 俳句コンテスト {5H9日締切，.行われ
拠内外泊らた〈さんのお容さんでにぎわいます.

直認寓玄lIll・ .見の滝公園管理曇員会司区務局
(".出張所内} 宮55-8614

裏見の滝

シャワナゲの里 4月中旬-5月初旬."所 ンヤクナゲの里河畔公園周辺 (中岳町)
日本原直の 「ツクンンャクナゲjや西洋ンヤクナゲ2.400本が
併さまをお，.，ちしています.

.elRJat>>寺霊離電信F2E-7凹1

野岳 、

E"dftaお句
5月3日(土)-5日(月)

.渇高野岳湖キャンプ喝商サイト (東野岳町}

衛策手もみ実演新奈良飲コーナー、地k層厳E占事発飲食
ヨーナーなどがあり キャンパ .含めて野岳湖畔"人で
いっl;!¥、になります.

唖盟霊童lIll・ 野岳新薬まつり実行.員会
太図 tt55-6617
農蝶水産際 (内線255)

6月上旬
・喝，!i 大村公圏内極敷檎付近
時間 11: 00-16: 30 
花しょうぶの苗プレゼント
ミス大村写真蝿葺会
・野点・蝿土芸能複霞など

la-lItJiltt大村市田光也会包52-3605

'" 

'" 
'" 
" 
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回 :;"h• r.n ~，.g.Ð1t 

Jii>むう夏越まつり凶賀会。52-2580

おおむら夏鍾まつりの太鍛の打ち手として省加しませんか.

子供の郁小学1年生~中学3写生までの男女
大人の都 高援会主花上
募集錫切 4月泊目[水}

平成15'事>;おむり夏経まつり

太鼓の打ち手募集

-21 



、

2/.地蟻ぐるみでラどもたちの安全を
司Ii'-福重地区子ども110番パトローjレ出発式一

地域の吾どもたちの安全を守ろうと、福重小学校で「吾ども110

雷パトロールJの出発式が行われました。式では児童代表が Iこれ
から安lりして登下校できますJとあいさつ。その後参加者たちは、
「吾ども110雷パトロール中jのプレートを貼った自動車に乗り込み、

さっそく街頭パトロールに出発しました。このような活動は他の地

区でも行われていて、地域が一体となった取り組みで、より一層の

吾どもたちの安全確保が期待されます。

-23-

2/Qi)楽しくスポーツしようよ
司 F ーおおむら軽スポーツ大会一

生涯スポーツとなるソフトバレーボール、インディア力、

グラウンドゴルフの3種目に多くの市民が参加して、軽ス
ポーツ大会が行われました。皆さんさわやかな汗をかいて、

スポーツを楽しんでいました。

2/"璽~見事な作晶がスラリ
司・F 一第15回大村市子ども美術展ー
市内の小中学生から総数4，800点を超える絵画と書の応事

があり、その優秀作昂がシーハットおおむらに展示されまし

た。多くの作昂の申から選ばれたものだけに、のびのびと描

かれた絵画や力強い筆使いの書がズラリと並び、見に来た人

の目をくぎ付けにしていました。

3/8 一瞬のスキをねらって一本 !
司 F ー第30回大村市防火少年剣道大会一

市内の小中掌宝剣士による防火少年剣道大会が、シ-ハット

おおむらで聞かれました。一瞬のスキが分かれ目となる真剣勝

負に、観客席からも力の入った声援が送られていました。

( 

--

CAMERA SPOT 

31ftいろんなおひなさまが勢ぞろい
司 F ー第 2団長崎街道大村宿ひなまつり

オープニングセレモ二一一

市民の方々からお信りしたおひなさまを、大村駅前アーケー

ドの120庖舗に飾り、長崎街道大村宿ひなまつりが聞かれました。

65年以上前に作られた「殿様びなjをはじめ、いろんなおひな
さまが商庖街を彩り、 買い物客たちが足を止めてじっと男入っ

ていました。このひなまつりは、 4月6日まで開かれています。

3/~.J!&. ょうこそ、なかちくヘ
、唱曲..，..-第40田中地区公民館まつりー

公民館を利用しているグループが、日ごろの掌習の成果を年

lこ一度発表する中地区公民館まつりが聞かれ、 2日は舞台発表、
8・9日は展示発表が行われました。今年は40回を記念して、

野菜や小物などを40円で販売する f40円コーナ-Jなどもあり、
多くの人でにぎわいました。

~三三

3/8 大きく育ってくれよ~
-- ーアユの放流-

郡川漁業協同組合の中間青成揚で育てられたアユから採

った卵を、県立長崎水産高枝の生徒が，S¥化させ、この目、

郡川にアユの稚魚、が放流されました。生徒たちは大きく青

ってほしいと願いを込めて放流し、元気に泳ぐ稚魚、をいつ

までも見つめていました。

3/CRイレブンのID¥をひとつにして
司 F 一第29回市長杯中学サッカ一大会一

市内各申学校による市長杯中学サッ力一大会が浄水管理セン

タークラウンドで行われました。この巴はあいにくの雨模様と

なり、イレブンたちはびしょぬれになりながらも、体を張った

プレーで最後までがんばっていました。
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図
市
立
病
院
だ
よ
り

「
救
急
外
来
の
現
状
」

大
村
市
立
病
院
合
⑫
2
1
6
1

救
急
病
院
に
は
、
第

一
次
(
初
期
)
最
近
は
救
急
外
来
の
利
用
者
が
増
加

医
療
か
ら
第
三
次

(重
篤
)
医
療
ま
で
し
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
通
常
の
診
療

の
区
分
が
あ
り
、

当
院
は
第
二
次
の
救
時
間
を
避
け
て
、
救
急
外
来
を
主
に
利

急
医
療
機
関
と
し
て
、
休
日
ま
た
は
夜
用
さ
れ
る
患
者
さ
ま
も
見
受
け
ら
れ
、

聞
に
手
術
な
ど
の
入
院
治
療
を
必
要
と
真
に
救
急
治
療
を
必
要
と
さ
れ
る
患
者

す
る
重
症
救
急
患
者
へ
の
医
療
を
提
供
さ
ま
へ
の
対
応
に
支
障
を
き
た
す
場
合

し
て
い
ま
す
。

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

救
急
外
来
は
、
こ
れ
ら
緊
急
性
の
高
.

今
後
も
消
防
署
や
地
域
の
医
療
機
関

い
傷
病
者
の
受
け
入
れ
や
応
急
的
な
治
と
も
協
力
し
「
患
者
さ
ま
に
安
心
と
真

療
を
行
う
こ
と
が
大
事
な
仕
事
に
な

っ

心
を
!
」
を
合
い
言
葉
に
救
急
医
療
に

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
、
定
期
的
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

吸
入
な
ど
が
必
要
な
端
息
の
患
者
さ
ま
ま
の
救
急
外
来
受
診
に
対
す
る
ご
理
解

や
急
病
の
患
者
さ
ま
に
も
対
応
し
て
い
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。

市立病院診療科別時間外受診患者

(期間 平成14年1月-12月)

科 別 患者数 科別比率 うち搬救送急車 救急比搬率送

内 科 4，105 25.8% 315 7.70% 

小児科 7，463 46.9% 35 0.50% 

外 手ヰ 1，239 7.8% 58 4.70% 

整形外科 1，306 8.2% 88 6.70% 

その他 1，797 11.3% 111 6.20% 

~ コ 言十 15，910 100.0% 607 3.80% 

46.9% 

口内

口 小児科
7.8% 

口 外科

口 整形外科

口 その他

科

夕
日川
ン
澗
セ
版

刷
哩

地

推
柿

画

快

参

2
0

同

制
初

土，

町

ト

女

鴻

酢

男

E
8

(宮54-8715)

男女共同参画推進センターだより -

，-:男女がいきいきと h
aah輝くために… 知t
男女共同参画推進センターでは、相談業務を行っています。
家庭、職場などでいろいろな問題をひとりで悩まないで、まずお電話ください。

センターでの面接相談も行っています。

「おおむら男女共同参画計画jを策定するための
ご意見を募集します !

大村市では、大村市の女性政策を総合的・計画的に推進してpく指針として、平成10年度に「おおむら男女

共同参画プラ ン(平成11年度一平成15年度)Jを策定しており、今年度が実施期間の最終年度となり ます。
そこで、平成16年度からの指針 「男女共同参画計画jを策定します。男女にかかわらず、 一人ひとりが 「個

性jを持った人間として尊重され、それそ守れが持っている能力を十分に発揮できる社会にするため、この新し

p計画づくりに皆さんからのご意見を募集します。

平成11年6月に制定された「男女共同参画社会基本法」の中には、
第 3条男女の人権の尊重
第 4条 社会における制度又は慣行についての配慮

政策等の立案及び

決定への共同参画

家庭生活における活動と

他の活動の両立

第 7条国際的協調

などが基本理念としてあげられています。

第 5条

第 6条

-24-

大村市男女共同参画推進センター

FAX 54-8700 
Eメール dj2001@city.omura.nagasaki.jp 
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一
般
に
肝
臓
病
と
い
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が

あ
り
、
そ
の
多
く
の
場
合
、

ほ
と
ん
ど
症
状
の
な
い

慢
性
肝
炎
の
状
態
で
す
。
で
す
か
ら
自
分
が
肝
臓
病

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
自
分
が
気
づ
い
て
い
な

い
場
合
も
多
い
の
で
す
。
次
の
よ
う
な
条
件
に
あ
て

は
ま
る
方
は
、
肝
臓
病
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
、

一
度
近
医
で
検
査
を
受
け
ら
れ
る
か
、
自
覚

症
状
の
有
無
な
ど
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

川
近
縁
(
親
、
兄
弟
、
親
せ
き
)
に
肝
臓
病
の
人
が
い
る

¥
¥
)
ノ
わ
が
国
の
慢
性
肝
炎
の
鈎
%
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

ハ

J
合
染
に
よ
る
も
の
で
す
。
慢
性
肝
炎
に
特
有
の
症
状
は

ぐ
い
U
JF

σ
一
な
く
、
多
く
の
場
合
、
血
液
検
査
異
常
で
発
見
さ
れ

F

い

ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
決
し
て
強
い
も

の
で
は
な
く
、
職
場
や
家
庭
な
ど
の
日
常
生
活
の
場

で
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

B
型

肝
炎
は
、
母
児
感
染
(
出
産
時
に
母
親
か
ら
子
ど
も

へ
感
染
し
や
す
い
)
や
、
夫
婦
問
感
染
、
水
平
感
染

(
子
ど
も
が
幼
少
期
に
他
者
か
ら
外
傷
な
ど
の
機
会

に
感
染
)
が
あ
り
え
ま
す
。
C
型
肝
炎
で
は
、
母
児

感
染
や
夫
婦
間
感
染
な
ど
の
家
族
内
感
染
率
は

B
型

肝
炎
に
比
べ
、
非
常
に
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ω輸
血

・
血
液
製
剤
な
ど
の
経
験
者

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
は
血
液
を
介
し
て
感
染
し
や
す
い

た
め
、
こ
れ
ら
の
経
験
が
あ
れ
ば
感
染
の
機
会
が
一

応
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
最
近
で
は
、

日
赤
や
医

療
機
関
の
努
力
に
よ
っ
て
感
染
予
防
対
策
が
進
ん
で

お
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

ωお
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
こ
と
が
多
い

い
わ
ゆ
る
「
お
酒
に
強
い
と
か
弱
い
と
か
」

みんなの

健康肝臓病の危険因子は?

小松内科

小松浩平先生

い事つ

こ
と
は
肝
障
害
の
有
無
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

ル
コ
ー

ル
を
一
定
量
、
一
定
期
間
摂
取
す
る
と
必
ず

脂
肪
肝
を
生
じ
、
そ
の
ま
ま
飲
酒
を
続
け
る
と
慢
性

肝
炎
、
さ
ら
に
肝
硬
変
と
な
り
、
吐
血
や
肝
不
全
で

命
に
か
か
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
一

般
に
日
本
酒

3
合
以
上
を
5
年
以
上
続
け
る
と
脂
肪
肝
を
生
じ
ま

す
。
さ
ら
に
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
に
お
酒
が
加
わ
る
と
病

気
の
進
行
は
4
倍
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
常
時
薬
を
服
用
し
て
い
る
方
(
医
薬
品
、
健
康

薬
品
な
ど
)

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
薬
剤
の
す
べ
て
に
肝
障
害
を

起
こ
し
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
医
薬
品
で
は
極

め
て
低
頻
度
で
す
が
、
時
に
は
主
治
医
と
相
談
の
う

え
、
肝
機
能
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
健
康
薬
品
、

食
品
な
ど
も
大
部
分
は
問
題
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、

つ
い
最
近
も
問
題
と
な

っ
た
中
国
産
の
「
や
せ
薬
」

に
よ
る
劇
症
肝
炎
に
よ
る
多
数
の
死
亡
例
も
あ
り
ま

し
た
。
不
安
に
思
わ
れ
る
場
合
は
ぜ
ひ
主
治
医
に
ご

相
談
を
。

同
肥
満
の
方
、
最
近
急
に
太
っ
た
方

栄
養
の
、
さ
ら
に
は
ア
ル

コ
ー
ル
の
摂
り
す
ぎ
は

太
る
原
因
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
肝
臓
は
脂
肪
肝
と

な
り
、
ま
た
高
脂
血
症
も
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

刷
体
に
変
調
が
あ
る

最
近
特
に
疲
れ
や
す
い
、
足
が
む
く
む
、
手
の
ひ

ら
が
赤
い
、
胸
な
ど
に
赤
い
小
さ
な
ク
モ
状
の
斑
点

が
あ
る
、
い
つ
も
全
身
が
だ
る
い
、
食
欲
不
振
、
仕

事
に
対
し
て
持
久
力
が
な
い
な
ど
、
必
ず
し
も
肝
臓

病
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た

眼
球
黄
染
や
急
な
尿
の
濃
染

(
黄
痘
)
、
腹
水
の
出

現
時
に
は
直
ち
に
病
院
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
風
邪
症
状
に
引
き
続
い
て
黄
痘
が
出
現
時
に
は

急
性
肝
炎
が
疑
わ
れ
ま
す
。

閉
そ
の
他

頻
度
は
低
い
で
す
が
、
生
カ
キ
、
生
貝
柱
な
ど
の

魚
介
類
の
生
食
で

A
型
肝
炎
が
あ
り
え
ま
す
。
ま
た

海
外
渡
航
歴
(
特
に
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
)
の
あ
る
人

は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
飲
料
水
か
ら

E
型
肝
炎
が
起

こ
り
え
ま
す
。

65歳以上を対象とした筋力回復訓練「シルバーパワーアップ倶楽部」では、連日多くの人
がシーハットおおむらのトレーニングルームで体力づくりに楽しい汗を流しています。
このコーナーでは、シルバーパワーアップを利用されている人からの声を紹介しています。 ロ

げ
九
き
倍

f
通
信

高齢福祉課(内線158)

“筋トレ"といえば、ボディーピルのような筋肉隆々とした青年を連想し、私たち高齢者には無縁
のものと思っていましたが、“シルバー"が付いているので、「一回顔を出してみるのも何かの参考のた
めになるだろう .• • Jと気軽に参加したのが始まりでした。週2回程度のシーハットおおむら通い
もすでに5か月続けています。
圧倒的に若い人が多い中に交じって、私の白髪頭も目立っていましたが、利用者同士の「こんにち
はJrおはようごさいます」のあいさつを気軽に交わす雰囲気で、私も自然と仲間入りできました。
まず、自分の体力に合わせてランニングマシーンを調節し、 トレーニングを開始しました。最初は
体が安定せずに足はすり足、鏡に映る自分の姿も腰が号|けて何とも不格好なものでした。でも、最近
は手すりからも手が離れ、背中もしっかり伸びた歩行ができるようになり、時速4kmの速度まででき
るようになり ました。
短期間に効果を出せるものではないと思いますが、少しずつ“トレーニング効果"が感じられます。
10数種類のマシーンを自分の体力に合わせて使っていくと少し汗ばみますが、適度に疲れた体をマッサ
ージ器でクールダウンする時聞がとても心地よく、つい「うとうと」眠気さえ促してしまいます。
自分のペースでシルバーパワーアップ倶楽部をこのまましばらく続けたいと思う今日このごろです。

(78歳・男性)

.問い合わせ

高齢者筋力回復トレーニング 「シルバーパワーアップ倶楽部」 会員募集中!! 
[加入資格]市内にお住まいの65歳以上の自立者で、シーハット・トレーニング

ルームの登録講習会を受講した人。

(ただし、介護保険の要介護認定者、介護保険料滞納者を除く)

[加入手続}所定の申込用紙を高齢福祉課に提出してく ださい。

申込用紙は、高齢福祉課・シーハットおおむら受付に用意しています。
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量謂理ヨ罰置

申込方法
往復はがきに住所・氏名 (親子英会話講座は連名)・年齢 (子どもは学校・

学年)・性別・電話番号・希望する講座名 (1枚に1講座)を書いて申し込
んでください。(申込多数の場合、抽選)

結果は開講の1週間程度前までにはがきで通知します。

豆講料 無料 (ただし講座によっては、教材費・運営費が必要です)

申込期限 4月21日(月)必着
※講座実施日については、会場の都合上、変更される場合があります。

圃申し込み・問い合わせ

干856-0836幸町25-33(コミセン)

ft54-3161固54-3162

-・・Eヨ亙E圃・・ E 霞E霊園EZ置関掘調-・・・P'J・E翠--・E:E吉田園
チャレンジキャンプ 大自然の中、自分で歩き、自分で考え 事前研修…5月 ~7月 小学4年生~

inおおむら
た食事を作り、自然に抱かれ眠る。 本事業…8月 9 日 ~13日高校3年生
自分の可能性に挑戦してみませんか。 土~水曜日、4泊5日 15人

学子校ど5も自制な対応事業 農作業、タコ釣り、沢歩き、野外木工などさ 5月 31 日 ~2月 28 日

んでも まざまな体験を通して、感動する心や協調性 毎月1回、土曜日 小学4~6年生

体験隊 を高めます。
全10回 20名
9 : 30~12 : 00 

はじめての 初心者を対象に、民踊の基本から楽し 5月 2 日 ~12月 5 日

子ども民踊教室
く学習します。 全15回 小学1~6年生

この機会に挑戦してみませんか。
毎月第1・3金曜日 20人
18 : 30~19 : 30 

家庭料理教室 世界の各国に伝わってきた家庭料理を 5月 8 日 ~9月 25 日

世界の味めぐり
学習する、昧の世界めぐり教室です。 全10回

成人 30名
※5歳児までの託児を予定しています。 毎月第2・4木曜日
希望者は、はがきに年齢・性別を記入してください。 9 : 30~12 : 00 

高齢者大学
福祉や健康、時事問題などを学習し、 5月 22 日 ~2月 26 日

高齢期の生きがいや仲間づくりを学び 全10回 60歳以上の男女

ます。
毎月第4木曜日 120人
13 : 30~15 : 30 

集う楽しさ・学ぶ喜び 心豊かに、いきいき生きるために、高 5月 2 日 ~7月 4 日

フレッシュ夢大学 齢期の健康づくり・仲間づくりについ
全10回 60歳以上の男女

て楽しく学習します。
毎週金曜日 40人
13 : 30~15 : 30 

平田15年度英吉話講座前期要請書雲集

I

E

工

担
門
会

三
月
バ
協

5
市
ン

即
断

ι
1

ヨ

宮
如
、
ン

専門講師

木下秀美

専門講師

各専門講師

峰ひとみほか

グローバル化する国際社会に

対応し、さまざまな国の人々

との交流を図るため、英会話

講座を開講します.

-開講場所
コミュニティセンター

・定 員
Aクラス20人
B ・Cクラス15人
親子クラス12組 (24人)

クラス名 受講期間 受講時間 受講時間帯

1回2時間X20回(週2回) 10 : 00~12 : 00 昼毎週間コース大人初級A 5 / 9~7/15 
火・金曜日

1回2時間X20回(週2回) 19 : 00~21 : 00 佼毎週間コース大人初級 B 5 / 9~7/15 
火・金曜日

19 : 00~21 : 00 佼毎週間コース大人中級C 5 / 9~7/15 1回2時間X20回(週2回) 火・金曜日

親子英会話 5 / 6~7/22 1回90分X12回(週1回) 19 : 00~20 : 30 小毎4週~火6曜年生日と親
(高学年)

。申込方法、締切などは上記中央公民館講座案内をご覧ください。

15.25日 「新緑パノラマウォーキシヴJ Z合場ZLdrlj三宮札呆護者同伴 、i
全国一斉ウオークラリー大会・大村会場~ 参加料 300円 (保険料・参加記念写真代ほか

.....wι 携行品弁当・水筒・雨具i コース鈴田出張所~中里(長崎街道)~ EE  申込先〒856-0814 大村市松並1了間咽5 1 
1 日岳展望所~仏舎利塔 [14キロコース]有害 中地区公民館まではがきで申 し込山ださい。!

F珂胴『 申込期限 4月28日(月)必着 J 
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〆 お問い合わせはウインクカード事務局 TEL 54・1685
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|講座案内 1
申込方法
往復はがきに住所・氏名・年齢 (学校・学年)・性別・電話番号・

希望する講座名 (1講座に1枚)を書いて申し込んでください。

(申込多数の場合、抽選)
-申し込み・問い合わせ

受講料 無料 (ただし講座によっては、教材費・運営費が必要です)

申込期限 4月16日(水)必着

干856-0814松並1丁目246-5

合 53-13ワ6

-・・E霊..  理・・・-・・E圏・・Eヨ・・・-・E・E・-EEヨE霊園問調E言軍司自然満喫 おいしい空気を吸い、雄大な景色を楽 4月 ~12月
池野和義

健康ウォーキング しみなが.ら、県内・県外の山を月1回 月1回日曜日全9回成人 100人 琴岡正徳

ウォーキング (登山) します。 9:00~17:00 
坂本欽也
渡辺利博

最近大村に転入した奥さまを対象に、大 5月 14 日 ~7月 23 日

転入奥さま講座 村の概況・方言・施設・史跡・郷土料理 毎週水曜日全10回 各専門講師10 : 00~12 : 00 婦人 25人
などを学習し、仲間の輸を広げます。

※屋外聞彦(3回)は午後捕まで

高齢者のための
初心者を対象に、パソコンの扱い方、文書や 5月 14 日 ~6月 13 日

60歳以上の男女
カード作り、画像取り込みなどを中心に学習 毎週水・金曜日 公民館職員

パソコン入門 します。※インターネット講習はありません。 全10回 20人
19 : 00~21 : 00 

子どもたちの心豊カ3な成長を願って、大 5月 19日 ~6月 30 日
おはなしの会

紙芝居をつくろう 型紙芝居などの製作・上映を楽しむ、誰 毎週月曜日全7回 成人 15人 人形劇サークル
でもできる身近なボランティア教室です。 13 : 00~15 : 00 

高齢者のための 運動やさまざまな話を聞くことにより、 5月 9 日 ~7月 18 日 60歳以上の男女

“お元気塾" 仲間づくり・健康づくりについて学習 毎週金曜日全10回 各専門講師

します。 13 : 30~15 : 30 40人

はじめての はがきなどをキャンパスに絵と文字で 5月 12 日 ~6月 30 日

絵手紙教室
気持ちをつづる絵手紙。手作りのぬく 毎週月曜日全8回 成人 20人 専門講師

もりを伝えましょう。 10 : 00~12 : 00 

男子台所に入るべし 5月 1 日 ~7月 31 日

おとこの台所 家庭料理の基本から酒の肴 (さかな)な 第1・3・5木曜日 成人男性 25人 田川みのぶ
どバランスよい食生活を楽しく学習します。 全8回

19 : 30~21 : 30 

楽しい科学の世界 楽しい科学実験や自然観察を通して、
6月 28 日 ~3月 27 日

感動する心豊かな人間性を養います。
毎月第4土曜日 小学4年生以上

大村理科サークル
子ども科学実験教室 全10回 30人

※会場は子ども科学舘になります。 9 : 30~11 : 30 

パパと一緒に
親子でウオーキング・料理・釣り・工 5月 ~12月 小学4年生以上の
作など、さまざまな体験を通して、感 日曜中心全10回 子どもと父親 各専門講師

体験講座 動する心や親子の紳を深めます。 9 : 30~11 : 30 12事且

わがまち大村にもすばらしい特技を持ってる 4月 ~3月

名人・達人さがし塾 方がいます。こうした「揺れた名人・達人J 月曜日中心月 1固 どなたでも結構です
を探し出す活動をする塾生を募集します。 19 : 00~21 : 00 

ボランティア養成講座 今流行のバルーンアー卜の作り方を習得し、 公 4月 ~3月
バルーンアート 民館の子ども教室や地域の諸行事に参加してい 月1回程度 成人 徳永光英

講習会 ただけるボランティアスタッフを募集します。 土日の畳間・平日の夜間

温水浴室暖房換気乾燥機 クリーンエネルギー天然ガス

いまの浴室に取付けOK。施工も簡単

隠房、乾燥、換気、涼風の1台4役。
.... 内J
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市役所

ft53-4-111 (代表)
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※この日程以外でも各動物病院で随時受けることができます。

| 日 時間 l 実施場所 i 

9: 30-10: 0o上微神堂広場一一一一J
I A -4 n '̂ ' I 10: 30- ・ 1湖畔会館 1 I 4.18 (金 ト竺三 一l-r・ IU ¥.>ti:J I 3: 20-14 : 10 上諏訪公民館 l 
i 14: 30-15三子丁 西大村コミセン 寸

9:30-11 : 30 1中地区公民館 i 
I 13:30-14 : 00 (山崎司山富I

114:30-15:30 

川 0頑弓日日

I 10: 50-11 : 05 久良原公民館

L重瀬出張所 -J  
j南川内公民館 1 

1 14:4M:oo l 

」 両/，'-E2伯 i

• お磁毘磁3予防器~容詞lTh1~~す
犬の飼p主は、飼い犬を市に登録し、年l回狂犬病予防注射を受けさせなけれ
ばなりません。今年度は次の日程で畜犬登録・狂犬病予防注射を実施します。
登録 ・今年度の狂犬病予防注射がまだ済んでいない飼い犬には、
必ず受けさせてください。
また、登録していた犬の死亡、住所変更などの届出も必要ですo

.飼い犬のふんの処理は必ず行ってください。

a・・・・h・会場へはしっかり飼い犬を固定できる人が連れてきてください。
f..:.i~子 園・ほかの人や犬に危害を加える恐れのある犬は、必ず口輪を
~ かけて連れてきてください。

・市から送付されてきたはがきを忘れないように必ず
お持ちください。

料金:新規に登録をして狂犬病予防注射を受けるとき 6，050円
狂犬病予防注射のみ受けるとき 3，050円
鑑札の再交付を受けるとき 1，600円

※おつりがないようにご協力ください。

ー苗lU諸白EE環境保全課(内線144)

畜犬登録・狂犬病予防注射実施日程

F.! B 時里----t一一三世旦 I
l刈 -4 A ， ~ ， I 9: 30-11 : 40 シーハットおおむら(ガレリア)I 
I 4.14 (月F.!)I .".M .どす I' |寸.I寸、IJ/ I 13: 30-15: 30 木場公民館 1 

一 一一 一
9: 30-9: 55 I今村公民館 l 
10 : 10-10 : 40 溝陸公民館

10 : 55-11 : 20 三浦出張所
I 4.15 (火 11: 3い 1: 40 国語扇

13: 30-14 : 00 釜川内公民館

14: 20-15 : 30 鈴田出張所

9: 30-10 : 40 上久原公民館

I 10: 55-11: 10 椎池公民館

4.16 (水 11: 20-11 : 30 松尾公民館

13 : 10-13: 40 水計公民館

114: 00-15 : 30 赤佐古公民館

1 9:30-10:00 寿古公民館駐車場

〕日目と盟_J~理由塑し一一-
11: 20-11: 40 立福寺バス停 i 4.17 (木)ト」子三一一一一一一十 イ
I 13: 20-13: 50 宮小路1丁目公民館 1 

1 14: 10-14: 50 大村農業改良普友所跡地 l
-上」ι旦ゴ互ヨLl里型企里塑一一一一-~

ーーコー「

私たち(有)岩藤清掃は水・空気・大地“環境問題"のヘルパーです。
御家庭の水まわり・廃棄物処理・清掃等お困りの事があれば‘
イ可で、もごキ目談くだ、さし ¥0

・本社 ・長崎営業所長崎市中里町1728
TEL (0957) 55-8213 TEL (095) 813・9535

FAX (0957) 55-7114 FAX (095) 813・9534

Eメール iwafuji@sirius.ocn.ne.jp http://www.iwafuji.com 

， IWAFUJ I is the eco・friendlyCORPORATION ~ 

大村市給・排水設備工事指定百
廃棄物収集運搬・ビル管理

/WA'VJ/ e-OIPOlAnON 
有限会社岩藤清掃
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市役所

fl53圃4111(代表)
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②
被
保
険
者
証
は
、
必
ず
手
元
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

③
4
月
1
日
か
ら
診
療
を
受
け
る
際
は
、

必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

④
旧
被
保
険
者
証
は

4
月
以
降
に
廃
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

-
こ
く
ほ
人
間
ド
ッ
ク
募
集
の
お
知
ら
せ

国
保
で
実
施
し
て
い
る
「
こ
く
ほ
人

間
ド
ッ
ク
」
を
平
成
日
年
度
も
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ

対
象
者
満
お
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者

自
己
負
担

2
3
、
0
0
0
円

(
男
女
と
も
)

-く〉
西日
海時
町
ツ 4
1月
リ23
ス日
ム(水)
協
会午
(後
宮 7
0時
9開
5演
9 
10 
3場
7所

4西
9海
3町
3総
.........A 

福
祉
セ
ノ

?宇午窓午求求る O け O しOパ公
十前 口前人人求ハで操て求ソ開平
く〉円 9 で 8検を人ロ簡作い人コ方成
入?時の時索見、 l早はま検ン法 15
場祝 j職 30パる佐ワで指す;安検が年
制日 11業分ソこ世 lてで 用索従 3
、時相 iコ久保ク 画 パ方来月
年、説午ンか市大 面 ソ A の 17
J来T量管省三、村 を コ民望日
;計算時書字転そ Lけを
持ザ間間 021T22内求
斗 4 どて る 設たと人
時 のいだ置 O 宍の

農
協
の
后
舗
が
統
廃
合
さ

れ
ま
す
会
計
課
(
内
線
1
3
2
)

こ
れ
ま
で
市
税
な
ど
の
収
納
業
務
を

行
っ
て
き
た
長
崎
県
央
農
業
協
同
組
合

の
各
支
屈
が
、

4
月
四
日
働
を
も
っ
て

次
の
と
お
り
統
廃
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
支
屈
名
も
4

月
紅
白
倒
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

存
続
す
る
支
庖
(
新
支
届
名
)

大
村
中
央
、
竹
松
(
郡
)
、
鈴
田
(
三
鈴
)
、

松
原
(
大
村
北
)

統
廃
合
さ
れ
る
支
庖

萱
瀬
、
三
浦
、
福
重

大
村
・
西
大
村
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
荘

開
館
幻
周
年
記
念
演
芸

大
会高

齢
福
祉
課
(
内
線
1
5
8
)

皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

5
月
1
日
側
、
午
前
日
時
却
分

j
午
後
3
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

集
会
室

平
成
均
年
度

第

1
回
危
険
物
取
扱
者

試
験

側
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

長
崎
県
支
部

(
宮

0
9
5
8
2
2
1
5
9
9
9
)

試
験
の
種
類
甲
種
、
乙
種
(
全
種
)
、

丙

種

目

時

6
月
日
日
間
、
午
前
日

時
場
所
大
村
工
業
高
等
学
校

対
象
一
般
・
高
校
生

受
付
期
間

4
月

U
日
刊
j

お
日
幽

(
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
)

願
書
の
配
布

働
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
防
災

課
、
長
崎
県
各
振
興
局
・
支
庁
、
県
内

各
消
防
本
部
(
消
防
局
)

願
書
提
出
先
干

8
5
0
1
0
0
3
7

長
崎
市
金
屋
町
9
1
3

市
民
防
火
セ

ン
タ
ー

2
F
「働
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部
」

違
反
広
告
物
の
磁
却

都
市
計
画
課
(
内
線
4
3
4
)

電
柱
や
街
路
樹
な
ど
に
は
り
紙
・
は

り
札
・
立
看
板
を
掲
示
す
る
こ
と
は
、

長
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
掲
示
し
て
い
る

場
合
は
、

4
月
6
日
ま
で
に
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
。

撤
去
さ
れ
な
い
場
合
は

4
月
7
日
明

j

m
日
闘
の
聞
に
除
却
し
ま
す
。

平
成
均
年
度

倫
理
文
化
講
演
会

制
倫
理
研
究
所
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク

青
柳
(
宮
⑫
3
7
0
1
)

日
時

4
月
日
日
目
、
午
後
1
時
却
分

1
3時
却
分
(
午
後
1
時
開
場
)

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
大
会
議

室

聴

講

料

1
、
0
0
0
円

講
師

岡
倫
理
研
究
所
常
任
理
事

田
徹
男

テ
ー
マ
「
家
庭
m

つ
く
り
」
の
心
得

※
託
児
室
が
あ
り
ま
す

ハロ
i
ワ
ー
ク
大
村
の

求
人
関
覧
方
法
が
変
わ

り
ま
す

ハロ
l
ワ
l
ク
大
村(宮
⑫
8
6
0
9
) 戸

|高齢者食11各・調整食|

窪跡故時三です尚一捌容す



市役所

ft53圃4111(代表)

墓
地
の
新
設
、
拡
張
に

は
許
可
が
必
要
で
す

県
央
保
健
所
(
宮
⑧
3
3
0
5
)

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
2
)

墓
地
を
新
設
し
た
り
、
拡
張
す
る
場

合
は
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
墓
地
の
開
設
な
ど
は
、
原
則
的
に

次
の
団
体
で
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
ま
せ

ん
。
①
宗
教
法
人

②
公
益
法
人

③
社
会

福
祉
法
人

④
適
確
性
が
認
め
ら
れ
る

法
人

⑤
地
緑
団
体

そ
の
ほ
か
に
設
置
場
所
の
基
準
、
施

設
基
準
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
県
央
保
健
所
ま
た
は
市
環

境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

下
水
道
課
(
内
線
4
0
1
)

大
村
市
排
水
設
備
協
会

(
宮

@
3
1
6
8
)

快
適
な
環
境
"つ
く
り
は
、
ま
ず
水
洗
化

か
ら
O
く
み
取
り
便
所
は
、
処
理
開
始
(
公

共
下
水
道
接
続
可
能
)
日
か
ら
、

3
年

以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
下
水
道
法

第
日
条
の

3
)

。
水
洗
化
工
事
に
は
、
改
造
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
(
一
定

の
要
件
が
あ
り
ま
す
)

O
私
道
に
も
市
費
で
下
水
道
を
布
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
)
※
詳
し
く
は
下
水
道
課
へ
。

勧
誘
に
つ
い
て
注
意
市
役
所
か
ら
の

あ
っ
せ
ん
に
よ
る
汚
水
ま
す
の
点
検
と

称
し
て
、
格
安
で
排
水
管
清
掃
の
勧
誘

を
し
て
、
多
額
の
請
求
を
す
る
業
者
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

屋
外
の
溜
ま
す
を
、

1
か
月
に

1
回

程
度
掃
除
し
、
油
分
な
ど
を
取
り
除
き
、

生
ご
み
と
一
緒
に
処
理
す
れ
ば
、
排
水

管
の
詰
ま
り
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
、
指
定
工
事
庖
で

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て

は
、
市
の
指
定
工
事
屈
で
な
け
れ
ば
施

工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
(
指
定
工

事
庖
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
下
水
道
課

ま
た
は
大
村
市
排
水
設
備
協
会
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。)

。
平
成
百
年
2
月
に
追
加
指
定
し
た

大
村
市
排
水
設
備
指
定
工
事
庖

劃
劃
劃
劃
恥

E
E
E
E

佐
世
保
市

愛
宕
町

噌

l
q
d
F
h
u

谷
川
設
備

第

9
回
大
村
パ

i
ル
ハ
イ

ム
ま
つ
り

重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設

パ
ー
ル
ジ
ュ

エ
リ
l
授
産
工
場

(宮
③
6
7
0
9
・
四
(⑪
6
7
1
0
)

日
時

4
月
mm
日
側
、
午
前

m時
j
午

後

4

時

場

所

大

村

パ
l
ル
ハ
イ
ム

(
木
場
2
丁
目
4
6
31
1
)

催
し
物

真
珠
商
品
特
別
割
引
、
七
宝

焼
体
験
コ
ー
ナ
ー
(
午
前
日
時
i
午
後

3
時
)
、
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
製
作
、

農
産
物
販
売
、
ゲ
ー
ム

・
イ
ベ
ン
ト
、

軽
食
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

視
聴
賞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

親
子
映
画
会

a益、w市コミセン
中地区公民館
西大村コミセン

量一どとやさ字削蚕

国
l

I
l
l
-I
A
ニ
u

l
滑
川
崎
明
M
AM

本

密

実

智

子

E
K
mw司

J

補
助
犬
と
い
‘
つ

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

帰

審

者

の
.

ら

し

を

支

え

る
犬
た

ち

「補助犬というベストパートナー
障害者の暮らしを支える犬たち」
本田真智子著 現代書館

昨年5月に「補助犬法jが成立して、まも
なく一年。補助犬(盲導犬・介助犬・聴導犬)
とその使用者にとって暮らしやすい社会の実
現をめざして、現状と課題をまとめた本。

4月12日国

第三の時効(横山秀夫著)/カサンドラの城(ドディ ー・スミ
ス著)/フライ，ダディ，フライ (金城一紀著)/K' Nの悲劇(高
野和明著)/宮大工と歩く千年の古寺(松浦昭次著)/山の仕事、
山の暮らし(高桑信一著)/父と子の旅路(小杉健治著)/屋
上のあるアパート(阿川佐和子著)/蛍の行方(諸国玲子著)
/トコトンやさしい風力の本(永井隆昭著)/社員は、この 「型
破り教育jで伸ばせ中村義一著)/あんまりな(中野翠著)
/天使突抜一丁目 (通崎睦美著)/あまくておいしい!砂糖を
使わない和風のお菓子(田中愛子監修)

ほか)

上映アニメ

圃1ば‘んげ、んき

圃いっすん法師/つるの思返し
置ことわざ辞典 (犬も歩けば‘棒にあたる

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

大村市立図書館ホームページ
http://www.lib.omura.nagasaki.jp 
.問い合わせ 市立図書館 (n⑫2457. FAXI②2514) ※今月から 、実施時間を一部変更しました。

-30-

フジカラープリントデジカメプリント墨金重量~""r:1 お車で
カメラ・ビデオカメラ CD・R書込 証盟主墓‘温厚M どうぞ
デジタルカメラ 画像修正 直室重量三 -E誼諸lil南北IJ;l・副111.'，旭 町四時{・剛山I剛1I1~t::.“開園



市役所
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三
彩
の
襲
『

2
0
0
3

審
の
淘
器
ま
つ
り
』

三
彩
の
里
(
宮
@
8
8
3
3

回
@
8
2
9
4
)

日
時

5
月
1
日
例
1
5
日
側
、
午

前
9
時
l
午
後
5
時

場

所

身

体

障
害
者
授
産
施
設
(
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
)
三
彩
の
里
(
原
町
8
0
2
|

1
)
 

催
し
物
利
用
者
作
品
展
示
即
売
、

伝
統
工
芸
「
長
崎
三
彩
」
展
示
即
売
、

無
料
ロ
ク
ロ
体
験
コ
ー
ナ
ー
(
焼
成

代
別
途
)
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

(
4

日
予
定
)
、
窯
出
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

(
3
・
5
日
、
午
後
2
時
)
、
地
域
特

産
品
即
売
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
・
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

申
地
区
公
民
館
の
図
書

室
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
地
区
公
民
館
(
宮
(⑪
1
3
7
6
)

中
地
区
公
民
館
の
図
書
室
で
は
、
図

書
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児

童
書

・
絵
本
の
ほ
か
に
一
般
書
も
あ
り
、

小
学
1
年
生
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

貸
出
期
間
2
週
間
以
内
貸
出
冊
数

m冊
ま

で

貸

出

時

間

午

前
9
時
j

午
後
5
時
(
土
曜
日
は
午
前
日
時
i
午

後
3
時
)

休
館
日
金
曜
日
、
日

曜
・
祝
日

4
月
の
不
動
産
競
売

長
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
部

(包
⑫
3
5
0
1
)

物
件
大
村
市
、
諌
早
市
、
多
良
見

町
、
高
来
町
、
小
長
井
町
、
飯
盛
町
、

森
山
町
、
東
彼
杵
町
の
土
地
建
物

入
札
期
間

4
月
お
日
制
j

m
日

ω

入
札
用
紙
当
庁
執
行
官
室
で
交
付

物
件
の
詳
細
当
庁
の
備
え
置
き
の

物
件
詳
細
書
な
ど
を
閲
覧
く
だ
さ

い
。

4
月
分
は
4
月
1
日

ωか
ら
閲

覧
で
き
ま
す
。

※
他
に
先
着
順
で
売
却
す
る
特
別
売

却
も
あ
り
ま
す
。

居
住
環
境
マ
ッ
プ
「
新

世
紀
大
村
の
す
べ
て
」

が
で
き
ま
し
た

大
村
商
工
会
議
所
(
宮

@
4
2
2
2
)

大
村
商
工
会
議
所
で
は
、
居
住
環

境
マ
ッ
プ
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の

マ
ッ
プ
は
、
A
1
サ
イ
ズ
で
、
大
村

市
の
土
地
利
用
状
況
や
公
共
機
関
な

ど
各
種
施
設
の
位
置
を
わ
か
り
や
す

く
記
し
た
も
の
で
、
よ
り
多
く
の
人

に
大
村
の
住
み
や
す
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
製
作
し
ま
し
た
。

販
売
場
所
長
崎
書
底
、
文
光
堂
、

辻
誠
文
堂
、
大
村
商
工
会
議
所

価
格

5
0
0
円

聞
お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

-

中
地
区
公
民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
、
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
あ
そ
び
ま
す
。
誰
で
も
自
由
に
参
加

で
き
ま
す
。

日
時

4
月
お
日
出
、
午
後
2
時
1

4

時

場

所

中

地

区

公

民

館

児

童

室

内
容
「
子
ど
も
の
日
」
に
関
す
る
も
の

持
参
品
は
さ
み
、
ボ
ン
ド
参
加
料

無
料
多
良
岳
県
立
公
園

黒
木
登
山
口
山
聞
き

大
村
山
岳
会

池
野
(
包
@
1
8
5
4

日
時

4
月
初
日
間

(
雨
天
中
止
)
、
午

前
9
時
:
・
山
開
き
セ
レ
モ
ニ
ー

場
所

黒
木
町
パ
ス
終
点

対
象
者

一
般
登
山
愛
好
者
(
自
由
参
加
)

ギ
タ
l
初
級
講
座

参
加
者
募
集

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

鎌
田

谷

@
5
7
2
8
)

日
時

5
月
2
日
か
ら
3
か
月
間
の
毎

週
金
曜
日
、
午
後
7
時
j

8
時

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月
3
、
0
0
0
円
(
ほ
か
に
テ

キ
ス
ト
代
1
、
2
6
0
円
)

諌
阜
大
村
高
等
職
業

訓
練
校
生
徒
募
集

諌
早
大
村
高
等
職
業
訓
練
校

(
宮
⑫
0
0
3
6
)

。
昼
(
水
曜
日
)
木
造
建
築
科
(
月

3
回
、
2
年
間
)
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

科
(
月
3
回
、
2
年
間
)

O
平
日
夜
間

建
築
設
計
科
(
月
5
回
、

2
年
間
)

C

A
D
初
級
・
中
級
・
上
級
科
(
週
1
回、

半
年
間
)
C
A
D
機
械
設
備
科
(
週
1

回
、
半
年
間
)

2
級
建
築
士
科
(
週
1

回、

4
1
6
か
月
)
品
確
法
勉
強
会

(月
2
回
、
半
年
間
)

申
込
締
切

4
月
2
日

ω

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(岱
⑫
6
2
1
7
)

。
幹
部
候
補
生

O
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

受
付
期
間

4
月
7
日
伺
j

5
月
9
日
働

試
験
日

5
月
M
日
出

(
飛
行
要
員
希

望
者
は
お
日
間
ま
で
の
2
日
間
)

O
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

受
付
期
間

4
月
7
日
何
1
5
月
9
日
制

試
験
日
5
月
泊
目
的

。
医
師
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

受
付
期
間

第

一
回:・
4
月
7
日
開
j

5
月
9
日
幽

第
二
回
・
:
日
月
9
日
同
i
m月
氾
日
幽

試
験
日
第
一
回
・
:
5
月
お
日
同

第
二
回
・
:
日
月
お
日

ω

。.電ゐ6'11
詳しい事はお問い合わせ下さい
ビル管理業・廃棄物処理業・官庁指名業者

LIJ Building Total Maintenance 

軍株式会社iI:I:J・
TEL 20・7373E-mail/info@sinco・Itd.com

'も d
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市役所

ft53・4111(代表)

国
際
協
力
事
業
団
九
州
国
際
セ
ン
タ
ー

(
宮

0
9
3
1
6
7
1
1
8
3
4
9
)

長
崎
県
国
際
課
平
和
推
進
・
国
際
企
画
班

(宮

0
9
5
1
8
2
8
1
0
3
0
2
)

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

臼
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
審
募
集
説
明
会

日
程

4
月
日
日
俗、

午
後
6
時
却
分

i
8
時
必
分
(
長
崎
ブ
リ

ッ
ク
ホ
1
ル
)

5
月
6
日

ω、
午
後
6
時
お
分
j

8
時

必
分
(
ア
ル
カ
ス
佐
世
保
)

5
月
日

日

ω、
午
後
6
時
却
分

1
8
時
必
分

(
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
l
ル
)

募
集
期
間

4
月
日
日
同
1
5
月
初
日

ω

圃
平
協
は
M

・
年
度
手
話
講
習
会

聞

福
祉
課
(
内
線
1
5
7
)

日
時

5
月
初
日

1
1
月
お
日
(
毎
週

火
曜
日
)
午
後
6
時
却
分
i
8
時
却
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
入
門
講
座
日
歳
以
上
の
人
。
初
回

か
ら
第
5
固
ま
で
は
申
込
者
全
員
が
受

講
で
き
ま
す
。
申
込
者
多
数
の
場
合
に

は、

5
回
目
終
了
後
に
抽
選
で
6
回
目

以
降
の
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

。
基
礎
講
座
前
回
入
門
講
座
を
終
了

し
た
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
教
材
費
は
実

費
)
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
勤
務
先
な
ど
、
手
話
を
学

ぶ
動
機
を
記
入
の
う
え
「
〒

8
5
6
1

8
6
8
6
玖
島
1
丁
目
お
番
地
大
村

市
福
祉
課
障
害
福
祉
係
」
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
、

氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

申
込
締
切

4
月
四
日
幽

消
印
有
効

鋼
大
村
国
際
交
流
協
会

の
会
員
お
よ
び
企
画
・

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集働
大
村
国
際
交
流
協
会
事
務
局

(
内
線
2
2
9
・
四
②
2
9
0
2
)

市
民
を
主
体
に
中
高
生
の
海
外
派
遣

や
ホ
l
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な
ど
を
通

し
て
、
国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
国
際
交
流
の
い
ろ
ん
な
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、

6
月
か
ら
新
た
に

「
円

Z吋
何
回

NZkrdcz〉
円
、
司
自
白

Zロ
∞
昌
司

zccω
開
」
と
し
て
、
国
際
交
流
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
始
め
ま
す
が
、
そ
の
企

画
・
運
営
を
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ス
タ

ッ
フ
も
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま

す
。
会
費

賛
助
会
員

個
人

一
口

2
、
0
0
0
円

団
体
一
口
1
0
、
0
0
0
円

※
お
気
軽
に
大
村
国
際
交
流
協
会
事
務

局
(
企
画
調
整
課
内
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈〉
サ
イ
ズ

B
3

0

「
応
募
票
」
(
農
林
整
備
課
に
あ
り
ま
す
)
を
作
品
に
貼
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
「
水
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
全
国
行
事
実
行
委
員
会
事
務
局
(
宮
0
3
B
3
2
6
3
E
9
9
2
5
)

ω大
学
を
卒
業
し
た
人
(
平
成
時
年
3

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
を
含
む
)

ω人
事
院
が

ωに
掲
げ
る
人
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
内
容
大
学
卒
業
程
度

受
付
期
間

4
月
1
日
ω
j
U
日
同

(
消
印
有
効
)
※
申
込
書
の
提
出
は
で
き

る
だ
け
郵
送
(
配
達
記
録
郵
便
扱
い
)

で
お
願
い
し
ま
す
。

第
一
次
試
験

6
月
日
日
同

第
二
次
試
験

7
月
お
日
開
l
初
日
側

の
う
ち
指
定
す
る
日

福
岡
国
税
局
ホ
l
ム
ペ
l
ジ

宮
門
司
一
¥
¥
巧
巧
巧
・

E}内ロ。片山田・ロ宮・
mo--唱

に
も
募
集
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

。
対
象

。
締
切

高
校
生
以
下

6
月
6
日
制

県
民
の
森

4
月
の
イ
ベ
ン
ト

長
崎
県
民
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟

(
宮

0
9
5
9
1
2
4
1
1
6
6
0
)

県
民
の
森
の

4
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
4
月
四
日
出
、
午
後
1
時
j
4
時

受
付
竹
団
地
入
口
(
午
前
日
時
j
)

開
催
場
所
竹
団
地
・
植
樹
の
森

内
容
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
、
タ
ケ
ノ

コ
の
試
食
会
募
集
人
員

2
0
0
人

参

加

料

無

料

準

備

す

る

も

の

作

業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手

健
康
料
理
講
座

「
チ
ェ
ッ
ク
&
バ
ラ
ン
ス
」

会
員
募
集

チ
ェ

ッ
ク
&
バ
ラ
ン
ス

杉
本
(
宮
⑪
0
2
2
3
)

中
央
公
民
館
定
例
利
用
グ
ル
ー
プ

，
チ
ェ
ッ
ク
&
バ
ラ
ン
ス
‘
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
毎
月
第
3
月

曜

日

午

前
9
時

j
正
午
※
詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
募
集

諌
早
税
務
署
総
務
課(宮
⑫
1
3
7
0
)

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課

(
宮

0
9
2
4
1
1
1
0
0
3
1
)

受
験
資
格

①
昭
和
日
年
4
月
2
日
l

昭
和
町
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
貯
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

次
に
該
当
す
る
人

社
会
人
初
。
替
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

大
村
市
水
泳
連
盟
事
務
局

梅
野
(
宮
(⑪

3
8
4
2
)

屋
内
プ
ー
ル
事
務
局(宮
@
2
3
2
2
)

期
間

4
月
幻
日

1
6
月

m日
(毎
週

日
曜
日
)
、
午
後
6
時
1
7時
初
分

場
所
屋
内
プ

1
ル

募

集

人

数

羽

人
程
度
指
導
員
大
村
市
水
泳
連
盟

指
導
員
参
加
費

一
人
4
、
5
0
0

円
(
入
場
料
、
保
険
料
)

-32-
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市役所

ft53・4111(代表)

ス
ポ

i
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

小
さ
な
掛
け
金
・
大
き
な
補
償

側
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会長
崎
県
支
部

(
宮
・
固

0
9
5
1
8
4
51
2
9
2
6
)

平
成
日
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

の
加
入
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
5
人
以
上

の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
保
険
で
万

一
の
け
が
や
賠
償
責

任
、
突
然
死
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し

ょャつ
。

掛
け
金

(
1
人
年
額
)
中
学
生
以
下

5
0
0
円
高
校
生
以
上

1
、
5
0

0
円
老
人
ク
ラ
ブ
団
体

8
0
0
円

(
共
済
見
舞
金
制
度
の
却
円
含
む
)

補
償
事
故
に
よ
る
死
亡
、
後
遺
障
害

2
、
0
0
0
万
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体

は
6
0
0
万
円
)
入
院
1
日
に
つ
き
4
、

0
0
0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は

1
、

8
0
0
円
)
通
院
1
日
に
つ
き
1
、
5

0

0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は

1
、
0

0
0
円
)

賠
償
責
任
対
人
1
億
円
、
対
物
5

0

0
万
円
共
済
見
舞
金

1
6
0
万
円

※
加
入
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

屋
内
プ
ー
ル
、
大
村
市
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
(
シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
)
に
あ

り
ま
す
。

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

ω空
家
住
宅

申
込
期
限

4
月
叩
日
附

抽
選
日
時

4
丹
市
日
働
午
前
叩
時
1

入

居

B

5
月
1
日
同

抽
選
場
所

両
国

同

副

到

劃

-
空
家
住
宅
の
表
示
は
、
退
去
か
ら

募
集
ま
で
の
期
間
を
短
縮
す
る
た
め

表
示
し
ま
せ
ん
。

-
空
家
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所

建
築
住
宅
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宮

@
4
1
1
1
(内
線

4
4
1
)

ω古
賀
島
ア
パ
ー
ト
D
棟

4
階
建
て

募
集
戸
数

叩
数
戸

3
D
K
(
一
般
世
帯
向
)

申
込
期
間

4
月
1
日

ωi市
日

ω

抽
選
日
時

5
月
百
日
嗣
午
後
1
時
加
分

1

入

居

日

6
月

1
日
制
予
定

抽
選
場
所

市
民
会
館

3
階
大
会
議
室

{

家

賃

収
入
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

告
⑭
4
1
5
1

公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
な
ど
ペ

ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
鹿
嶋
清
人

H
m
万

円
V
指
方
一
房
子

H
m
万
円
V
久
保
マ
ツ

枝
H
5
万
円
V
小
西
キ
ミ
日

5
万
円
V

末
、
水
清
子

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
嶋
原
秋
良
U

5
万
円

。
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
妙
宣
寺
寒
修
行

団
H
m万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
経
寺
寒
行

団
H
m
万
円
V
嶋
原
秋
良
H
m
万
円
V

長
安
寺
寒
行
団
H
5
万
円
V
山
下
園
次

郎
H
1
万
円
V
川
口
和
成
H
金

一
封

慈
恵
荘
へ

V
他
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

選
手
会
長
崎
県
支
部
H
2
万
円
V
永
測

屋
V
松
永
シ
ズ
エ

V
辻
み
ち
子
V
菅
ひ

ろ
子
V
赤
木
信
雄
V
下
川
信
義
V
九
州

電
力
側
大
村
営
業
所
V
側
ト
シ
オ
フ
ィ

ス泉
の
呈
へ

V
久
保
マ
ツ
エ
H
金

一
封
V

兼
子
二
美
子
H
金
一
封
V
登
貴
和
木
会

V
永
測
屋
V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大

村
支
部
V
吉
瀬
一
郎
V
大
村
小
学
校

5
・
6
年
生
V
末
永
歌
謡
道
場
V
黒
木

小
学
校
全
児
童
V
松
尾
健
五
口
V
三
園
寿

子
V
田
中
末
子
V
山
本
政
男
ほ
か
弘
名

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ

V
徳
田

節
子
V
T
O
S
H
-

大
村
子
供
の
家
ヘ

V
日
本
基
督
教
団
H

金

一
封
V
赤
水
清
春
H
金
一
封
V
郡
罵

異
理
子
H
金
一
封
V
谷
口
憲
三

V
N
B

C
長
崎
放
送
術
事
業
局
V
長
崎
新
聞
社

V
仲
良
し
保
育
園
音
楽
研
究
会

光
と
緑
の
園
へ

V
日
本
基
督
教
団
大
村

教
会
日
金
一
封
V
お
は
な
し
の
会
V

N

B
C
長
崎
放
送
制
事
業
局
V
長
崎
新
聞

社
V
オ
リ
ッ
ク
ス
鮒
V
側
ト
シ
オ
フ
ィ

ス松
原
幼
稚
園
へ

V
松
原
幼
稚
園
P
T
A

松
原
の
さ
と
へ

V
華
の
会
V
松
原
保
育

園ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ

V
田
崎
明
義
V
平

野
重
朗
V
中
里
利
賞
V
三
浦
保
育
園
V

三
浦
小
学
校
V
英
一房
会

湧
泉
荘
ヘ

V
池
田
保
育
所
V
わ
か
ば
保

育
園
箕
望
荘
へ

V
星
美
幼
稚
園
V
園
山
和
代

V
琴
花
園

市
立
図
書
館
へ

V
大
村
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
小
下

一
義
・
松

尾
謙

・
高
井
重
男
)

市
立
病
院
へ

V
大
村
看
護
高
等
専
修
学

校
第
辺
回
卒
業
生
一
同
U
日
万
円

JR大村駅

ーーーーこ二二J::::-:=-二E

↓

圃

所

崎
.

役

長
圃
・
市

y-・
4
吋
，

『

4F

・+f
F
・

大

i

・
至

園
内-一組

j
i
 

b

-

--通

'邑

崎
水
圃
港

田
園

長

華

F
宝

吋
l
a

--
部

E

，F

，、

一
七
技
圃
，

4

7
キ
・

劃

大

圃

場
TEL.0957 -54-3700c代)
〒856-0829大村市松山町606-1

年中無休(24時間体制)・駐車場完備

遺族控室/和室・洋室(浴室・給湯室完備)

議F村
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ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
土
と
ア

ゾ
ソ
レ
ス
諸
島
と
マ
デ
イ
ラ
諸
島
か
ら
成
っ
て

ロ
貝
コ

5

流

ン

い
ま
す
。
ア
ソ
レ
ス
言
島
に
は
人
の
住
ん
で

交
ラ
い
る
島
が
9
島
あ
り
、
マ
デ
イ
ラ
諸
島
に
は

鈎
亦

E
h
l

間
・

2
島
あ
り
ま
す
。

柿
泊
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
中
で
も
一

対
。
ハ
香
西
の
国
で
、
シ
ン
ト
ラ
の
ロ
カ
岬
は
北
緯

・
・
・

苅
度
幻
分
、
西
経
9
度
却
分
で
最
西
端
に
位

.

.

.
 置
し
ま
す
。
ア
ソ
レ
ス
諸
島
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

圃
臨
・

か
ら
約
l
、
5
0
0キ
ロ
離
れ
て
お
り
、
大

l
E
l
西
洋
を
挟
ん
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ア
メ
リ
カ

a
f

の
中
央
に
位
置
し
ま
す
。
マ
デ
イ
ラ
諸
島
は

瑚

モ
ロ
ッ
コ
か
ら
約
6
0
0キ
ロ
離
れ
た
と
こ

峨

ろ
に
あ
り
手
品
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
地
形
は
西

口

を
向
い
て
い
る
人
の
顔
に
似
て
い
ま
す
。

恥

「
鼻
」
に
当
た
る
部
分
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首

と

都
リ
ス
ボ
ン
で
、
「
旦
が
ポ
ル
ト
に
当
た

ヲ
出
切

り
ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
北
と
東
は
ス
ペ
イ

制服

ン
、
西
と
南
は
大
西
洋
に
接
し
て
い
ま
す
o

H
W
白
書
峰
は
ア
ソ
レ
ス
諸
島
に
あ
る
ピ
ク
島
の

紛

ピ
ク
山
で
、

2
、
3
5
1
m
で
す
。
ポ
ル
ト

司

r'

・
f-
ガ
ル
本
土
で
は
イ
ス
ト
レ
ラ
山
(
イ
ス
ト
レ

し
v

耳目

1

、知

研

ラ
は
星
の
青
保
)
が
最
も
高
く
、
ー
、

9
9

N
，
m
2
2
2す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
土
誌
の

E
U
V

同
司
宅
、

。初

α
デ
ィ
ス
ト
リ
ト
ス
(
県
)
か
ら
成
り
、
ア
ソ

デ
ル

レ
ス
諸
島
と
マ
デ
イ
ラ
諸
島
は
良
知
で
て

ス
F

防

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
面
積
は
日
本
の
4
分
の
l

十

円減

で
、
人
口
は
ロ
分
の
l
で
す
。
で
す
か
ら
同

ク

紗

じ
面
積
で
考
え
る
と
、
日
本
の
人
口
密
度
は

ゥ

0

3倍
に
も
な
り
ま
す
!

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
共
和
国
で
、
現
在
の
大
統

領
は
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
パ
イ
オ
氏
で
、
首

相
は
ド
ゥ
ラ
ゥ
ン
・
パ
ロ
ゾ
氏
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
人
口
増
加
率
は

+
0
・

同
%
で
、
日
本
の
+
0
・
5
%
に
比
べ
る
と

少
し
高
い
く
ら
い
で
す
。
で
す
か
ら
ポ
ル
ト

ガ
ル
は
日
本
と
同
じ
く
、
人
口
に
対
す
る
高

齢
層
の
型
ロ
が
高
く
な
っ
て
、
近
年
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
旧
植
民
地
や
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
移
民
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
話
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
1
語
の
み
で
、
方
言
も
あ
り
ま

せ
ん
。
民
族
は
1
つ
で
、
総
人
口
の
舛
%
が

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
す
。
言
語
・
民
族
・
宗

教
が
す
べ
て
同
じ
国
は
世
界
中
で
も
珍
し

く
、
ま
た
同
じ
で
あ
る
た
め
と
て
も
穏
や
か

で
平
和
な
国
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
天
扶
い
益
金
保
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
主
要
な
も
の
は
水
産
豪
、
林

業
、
コ
ル
ク
、
鉱
石
、
ウ
ラ
ン
、
タ
ン
グ
ス

テ
ン
、
大
理
石
、
水
力
発
電
で
す
。
通
貨
は

2
0
0
2年
1
月
1
日
か
ら
ユ

l
ロ
「
S
と

に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
地
形
や
現
状
に
つ

い
て
お
話
し
ま
し
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
長

い
歴
史
と
美
し
い
自
然
の
あ
る
国
で
す
。
ま

た
、
お
い
し
い
料
理
と
ワ
イ
ン
も
あ
り
、
観

光
客
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
固
な
の
で
、

み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
行
っ
て

確
か
め
て
き
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ご軍事
窃めごとうござ心ま布

山本ミチヱさん (明治35年2月15日
生まれ・溝陸町)がめでたく 101歳の
誕生日を迎えられました。

ますますお元気に、長生きしてくだ

さい。

d
u
hぽ
っ
と

s-M一
①全国青年農業者会議意見発表の部で見事全国1位に輝いた大文耕治さん (2/28・市役所)
②白龍旗争奪中学生選抜剣道大会に長崎県代表として出場した大村中学校剣道部女子の皆さん (2/21・市役所)

③全国大会などに出場の大村工業高校バレーボール部・アーチェリ一部・レスリング部・ラグビ一部の皆さん (2/18・市役所)

④第58回国民体育大会冬季大会に長崎県代表 (クロスカントリー成年男子)として出場した鈴木諭さん (2/13・市役所)

-軍軍軍霊E霊蓮司}

S...AM9:30-PM7:30まで

告 (52)3066
-34-
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... SEAHAT INFORMATION ... 

宅診盆シ唱従量ljて5語通護主謡ココサートJ
-場所/メインアリーナ
・時間/18:00開場・ 18:30開演
.入場料/[全席指定}

一般 S席4，800円 A席4，000円 B席3，000門
会員 S席4，300円 A席3，600円 B席2，700円

ふたりと共演する「シーハット混声合唱団J団員募集中!

~締切 3月30日(日)--

af組況吏江芸jピアノココととIIも t画面重量;33廿ート
・場所/さくらホール ~ J司邑 i I ・場所/さくらホール
国内外で活躍するピアニスト 眠r吊 司 l ご存知、臼本を代表するオペラ歌手。
司会・構成に作曲家の西村朗を迎え、 必'" 二~:~ I 名曲に楽しいトークを交え
ベートーベンの世界に誘います。 ----圃圃園田 1 素晴らしい歌声をお届けします。

9aeM二両市プ2ロロヨJI .1画面口f夫前寄席j
.場所/サブアリーナ l ・場所/さくらホール

;1aeL}詰詰言JL3ィシジJI司銑 「既 I先回フ抑制-2ロロヨj
・場所/メインアリーナ 1 ・場所/シーハットおおむら周辺

開館5周年記念事業

あの感動を再び・・・「シーハット市民ミュージカルj あな定宅市巨ミコーヲカILf之

平成16年/2月28日圃・ 29日固
さくらホール

市民の手によるオリジナル企画・出演でお届けする

ふるさと大村をテーマにした創作舞台。

今回は、さくらホールでの劇場ミュージカルに挑戦します。

.ご意見 ・お問い合わせは、シーハットおおむら

平成15年度

『シーハットクラブ』会員事集中!
特典1 自主事業のチケットの先行販売 -年会費

参加しまぜ九か?

良い席で観たいなら…

シーハットクラブ‘へ!

特典2 自主事業のチケット10%割引
特典3 情報誌「シーハット通信」の送付
その他の特典がいっぱい !

個人2，000円法人10，000円
・有効期間
平成15年4月1B""平成16年3月31日
・申込方法
シーハット事務室で直接お申し込みください。

(遠方の方は、事務室までお電話ください。)

脚本

チケットの販売・お問い合わせ l 

d‘シーハットおおむら スポーツ棟事務室・7200
L 午前9時~午後iDJ時・月曜日休館 」
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砂奮 の催し

旧楠本正隆屋敷(市指定史跡)

広報OMURA

※期間中は無休

大村では、旧暦の「桃の節句」にあわせて、 4月にひなまつりを行う習わしがあります。
今年もまた、城下町大村を代表する武家屋敷に、大村藩主家に伝わる「お雛様」が並びます。
また近くの国指定名勝「旧円融寺庭園」では桜が満開です。
皆さん、お出かけになってみませんか。

O開館時間
O入館料

9:00 ~ 17:00 
大人:100円・小中学生:50円

・問い合わせ 文化振興課(内線369)

すみひろ けんこ

大村藩主純照公の息女・憲子姫のお雛様は、
明治初期に京都の人形師「丸屋」で作られたものです。

4月 5日(土)・6日(日)
10:00 ，...， 16:00 呈茶代 300円

※茶会当日は込み合いますので、
マイカーでの来館はなるべくご遠慮ください。

抹茶は子どもたちにも大人気。
添えられるのは大村家家紋入りのお菓子です。

困困 インターネ山 広報おおむらJでもl情報発信中!
4砂己意見 ・ご感想をお聞かせください。

'噴田E置.E且皇h附、吐巾叫t抗巾t叩p:刈H刷ww州W.c州i託均陣伽ty与刷y小卯.omura.na明a勾gasa依“似州k柑批刷i上i.jp/ 図 E-mイ刊mail:k刷。凱∞uh刷。飢∞uωJ@ωcity与刷y小y.omuげr即 lagas鈎鍬釧a銚制k刷i.j
~且na孟-冒 .毎月1回発行 .発行:大村市 圃〒85臼6-8邸68郎6長崎県大村市玖島1丁目25番地合53-4111俄:l .市民の声ファクス:図54-6600・函ー....・ ・編集:大村市秘書広報課・印刷:オム口プリント株式会社

-.. ~、_.. ._，.._--一~、~ー -._--..__.-一一?町、ー 一一一----.-司ー一、~.-.笥『ーー可町一、司、ー句、.~-----ー一一 一 一~ ー---~.- --- ._----......"..芳，-、旬、一.._->守も司、 、 ~、一一丸、一一一町一一一目ーー--一一 ーー-_.-
a‘ 

.人口88，024人 <+87) 圃男42，310人 <+34) ・女45，714人 (+53) ・世帯33，951世帯 (+27)
2月末現在 ( i内は前月比 (住基法、外登j去 に基づく広報おおむらJは再生紙 (古紙40%)を使用しています。



六回市子育て支援むシター

子育てつとい
おしゃべりしたり 、子どもと遊んだりして、みんなで楽しいひとときをすごします。小学校よ学前の乳幼児親子が

対象です。無料ですので、気軽にご自由に参加してください。

※4月から実施曜日を変更します。お間違いのないようにお越しください。

つ ど い名 内 骨~ 月 日 時 間 場 所

親子で遊ぼうおはなしの会 絵本の読み語り・わらべうた 4月 2日(水) 10時30分'"11時 市立図書館

ふれあいあそび お花見に行こう![*1] 4月 8日(火) 10時'"11時30分 大 村 公 園

手作りおもちゃの会 こいのぼり帽子を作ろう![*2J 4月15日(火) 10時'"11時 すこやかセンター

誕生日のつどい 4月生まれの誕生児を祝おう ! 4月22日(火) 10時'"11時 すこやかセンター

4月 3日(木) =浦出張所

9日(フ1<) 松原出張所
出前子育てつどい こいのぼり帽子を作ろう [*2J

17日(木)
10時'"11時30分

西大村コミセン

23日(フ1<) 福重出張所

[* 1]大村公園亮庖横広場集合・時間厳守でお願いします。雨天の場合はすこやかセンターで実施します。
[* 2} rこいのぼり帽子を作ろう リに持ってくる物…クレヨン・水性フェルトペン・のり ・はさみ
0子育て支援センターでは、このほか子育てに関する情報提供・相談な
どを受け付けています。
0毎月発行の「子育てひろばだよ り」は、各公共施設および、市内の小
児科・産婦人科に置いています。
0大村市公式ホームページ(http://www.city.omura.nagasaki.jp/)でも、
子育て支援センターに関する情報をご覧いただけます。

ふれあい爽涜室 ・転季語センター丁目4-9100

すこやかセンター 2階に、小学校入学前の乳幼児親子で自由に来て、
自由に遊べる部屋があります。どうぞご利用ください。

[月~金 (祝日を除く)午前10時~午後4時]

F第1期予育てつどい連続講座受講者募集可l
h ~自分の時間を大切に・自信を持とう~ r 
子どもの年齢に合わせた、親子で参加できる講座です。

※ 

対 象 8か月"'1歳3か月未満児の親子
(※平成14年1 月 19 日生まれ~8月 18 日生まれ)

時 間午前10時'"11時30分
募集組 12組
受講料無料
申込方法 往復はがきに親子の氏名・子どもの生年月日・

住所・電話番号を記入のうえ、
「干856-0832本町413-2 大村市子育て支援センタ-J
までお申し込みください。

申込締切 4月7日(月)必着 (申し込み多数の場合は抽選)
.問い合わせ 子育て支援センタ- TEL 54-9100 

月日 内容

4月18日(金)1自己紹介・親子遊び

4月25日(金)1歯育て・子育て

講師

スタッフ

歯科医師、育児情報誌主幹

5月 2日(金)1思¥，¥っきり春!ママとベビーの |シーハットトレーニング]レーム
わくわく工クササイズ jインストラクター

5月 9日(金)1楽しく食べる |公立保育所調理士

5月16日(金)1 r満ち足りたj子育てをするために|臨床心理士

子育てつとい

ふれあいおをびr"スハイワj参加者募集
期日 5月13日ω
集合場所 すこやかセンター
集合時間午前10時 ※時間厳守
目的地 野岳湖

持ってくる物 弁当・水筒
申込方法 往復はがきに参加者の氏名・子どもの年齢・

住所 ・電話番号を記入のうえ、 「〒856・
0832本町413-2大村市子育て支援センター」
までお申し込みください。

申込締切 5月2日(金)必着
※パスの定員がありますので
申込多数の場合は抽選

・子育て支援センタ一 TEL 54-9100 

子育て家庭の青児支援の定めの

子育て支援むシターが
あります!

・安心して遊べる場所がほしい
.お友だちがほしい
-子育ての悩みを聞いてほしい

…というみなさんのご利用をお待ちして
います!

。中央地区…「大村市子育て支援センタ-J
(すこやかセンター内)
TEL 54・9100

。南部地区… 「わいわいらんど」
(鈴田保育園)TEL 49・5388

0北部地区… 「にこにこ子育てサロンJ
(実天宮保育園)TEL 55・0922
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、医二 このページは、抜き取って

ご利用ください。

日 SUN 土 SAT月 MON

大1歳6か月児健康診査 平成13年9月生まれ
(平成13年4月~8月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

大3歳児健康診査

(平成11 年5月 ~9月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

平成11年10月生まれ

水 WED火 TUE

w o 
乳幼児すくすく健康相談
受付 13:30~15:00 松原出張所
※こころはぐくむ絵本配布

(H14.4.1以降の出生児が対象)

木 THU

~ 
金 FRI

~ E 
ふれあいリハビリサロン

13:30~16:00 

すこやかセンター

~ 当番医(…:00)
-小松内科
~内科
(上諏訪町 48-6000) 

.計屋眼科医院
~眼科
(乾馬場町 5臼2-6印88回8)

l岨1旦E当錨臨帥釦釦番駆賦釦即医E酌酌(ω怖9釦…:沿羽仙附o∞仙附0ト刊~叶1
.さくらクリニック
~内科・消化器科
(池田1丁目 53-8819) 

.松尾外科医院
~外科
(東本町 52-3331) 

l担 当番医 (9:00~18:00)
-岡内科医院
~内科
(東三城町 52-3000) 

・佐伯皮ふ科泌原器科医院
~皮膚科・泌尿器科
(東本町 5臼2-4羽33叩0)

P瞳型~ 当崎蝉叫叫叩番臨賦恥酌医酌臥酌(ω怖9釦仰叩ル…:沿羽恥附0∞伽附…0ト刊川~叶叶1叩8広:
.フジイ胃腸科クリニック
~胃腸科・内科
(東本町 54-8686) 

-篠原皮ふ科クリニック
~皮膚科・アレルギー科
(上諏訪町 50-1677) 

lZJ 

lMJ 
ことばの教室

13:30~16:00 

すこやかセンター
*母子健康手帳を持参

岡
乳幼児すくすく健康相談
受付:9:30~11 :00 竹松出張所
※こころはぐくむ絵本配布

(H14.4.1以降の出生児が対象)

生活習慣病予防相談
13:00~16:00 すこやかセンター

~ 
ことばの教室

13:30~16:00 

すこやかセンター
*母子健康手帳を持参

親子愛あい広場
受付(4か月児および初回) 9:30~11 :00 I 9:30~11 :30 
(10か月児以上および2回目以降)13:30~15:00 I すこやかセンター
すこやかセンター
※子ども周歯ブラシを持参
※こころはぐくむ絵本配布

(H14.4.1以降の出生児が対象)

1161マ?おうおレ保健編1171 1181ふれあいリハビリサロン 1191耳とことばの相談
げ"1 川 I 1 川町 13:30~16:00 川町 13:00~15:00 ←J すこやかセンタ にご ~ すこやかセンター ト」 福祉センター
幼児教室「お口の健康と食生活J1親33r:伊 片野健康診査 卜醇および言語機能障害に対し、
象 :H12.10月 ~11 月生まれ |手 !号化 13:00~13:20 すこやかセンタ ! 日市・指導員による診察および相談
受付 叩~日5すこやかセンタ-1.すこやかセンタ一 川 通知(問診票)が届きます 卜 霊門メーカーの各種補聴器の相談
※歯ブラシタオル 山プ肝健康手帳円警か月児健康診査 |成人の健康相談(40歳以上) 卜挫障害者手帳および補聴器の
、キ持参 |受付:13:00~13:20 すこやかセンターほ:ら。~15:00 福祉センタ |申請受付

※通知(問診票)が届きます I ，~山

ー
問 m 

3歳児健康診査
受付:13:00~13:20 すこやかセンター
※通知(問診票)が届きます

~ 
親子愛あい広場

9:30~ 11 :30 
すこやかセンター

1歳6か月児健康診査
受付 13:00~13:20 すこやかセン女
※通知(問診票)が届きます

町 同
ふれあいリハビリサロン

13:30~16:00 

すこやかセンター

1251ふれあい川リサロン1261
I LJ  I 13:30~16:00 I LUI 
ト一一」 すこやかセンター ト一一ニ」

1歳6か月児健康診査
受付 13:00~13:20 すこやかセンター
※通知(問診票)が届きます

マタニティスクール医師編
19:00~20:30 

すこやかセンター

大リハビリ教室・..........大村市内にお住まいの40歳以上の人で、心身の機能力f低下している人が対象
(原則として介護保険のサービスを受けていない人)

大ふれあいリハビリサロン・・病気やけがなどで体の機能の低下が、みられる人が対象
(原則として介護保険のサービスを受けていない人)
*ご希望の人はカか主カ3功刈hりjつけ医とこ

1女たことばの教室.親子愛あい広場...ことばの発達なと‘が気になるお子さんや、育児で、困っているお母さんカf対象
(初回は電話で申し込み)

リ/、ビリ教室
13:30~ 15:30 

すこやかセンター

乳幼児すくすく健康相談

※日曜・祝日の在宅当番医については、都合により変更になる場合がありますので、ご確認のうえお越しください。
※今月は献血車の巡回(市役所玄関前)はありません。

主な公共施設
大村市役所………...・ H ・-……・ 353-4111
西大村出張所・・・………・・・・・・… 353・3725
三浦出張所・・・…………・……..352・6475
鈴田出張所・………・・・・・……・・・ 352・2023
萱瀬出張所・………・・・・・・……・・ 355・7001
竹松出張所…………………… 355-8314
福重出張所・……...・ H ・...・ H ・-・・ 355・8614
松原出張所……・・・・・・……......355・8501
大村市清掃センタ-……......354・3100
大村市水道局…-…........・ H ・..353・1111
大村市立病院………………… 352・2161
大村市民会館...・ H ・...・ H ・...・ H ・352・2739
大村市立図書館・・・………・・・… 352・2457
大村市立史料館...・ H ・....・ H ・...353・1979
大村市体育文化センター(シーハットおおむら)

スポーツ棟・さくらホール…・……・・320・7200
コミュ二ティセンタ ・中央公民館… 354-3161
大村市総合福祉センター…… 353・1351
大村市保健福祉センター……包54-9100
(すこやかセンター・子育て支援センター)

大村市地域交流館

男女共同参画推進センター……… 354-8715
ボランティアセンター……………… 354-8725
大村市療育支援センター…...353-8200 
大村市子ども科学館………… 350・1590
伊勢町ふれあい館……・・・・・…・ 350・1020
中地区ふれあい館………・…..354-1659 
中地区公民館・……・・・・・・・……・ 353-1376
西大村地区コミュニティセンタ-353-4979 
大村警察署…...・ H ・-…………・ 354・0110
大村消防署・・……・・・・・・……・・・・ 352-4138

四

~ 国l
リ1¥ビリ教室

13:30~15:30 

すこやかセンター
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直閣~ 当抽師番粧医(9…:羽0∞0
.長崎医院
~内科・小児科
(寿吉町 55-8615) 

.伊崎脳神経外科
~脳神経外科
(東本町 54-4230) 

I~ 
マタニティスクール食事編

すこやかセンター

¥---

-問い合わせ すこやかセンター 54-9100 よ

健康増進課 53

、-"
、同，〆

健康テレホンサービス 公証人による無料相談
095・826・5511 30956-23・4300 遺言・契約などのことでお困りの方は、

お気軽にご相談ください。

日時 4月8日伏) 13:00~16:00 
場所 市役所市民相談コーナー

相談員 諌早公証人役場
公証人平良晶氏

・問い合わせ 市民相談室(内線193)

月 脳動脈癌
脳ドックで、動脈癌がみつかったら

火 アキレス臆断裂

水 夜尿症について

木
皮ひ膚ふそう庫ょう症
何もないのに頑固なか庫ゆみが

金 老人のうつ病

土日 尿の濁り

行政書士による無料相談
下記の内容でお困りの方は、お気軽
にご相談ください。

日時 4月9日(水) 13: 00~16 : 00 
場所 市役所市民相談コーナー
内容
・相続、遺言、不動産に関する事項
.官公庁に提出する許認可手続き
-その他生活上の悩みごとなど

・問い合わせ
町永郡治行政書士事務所(公53-1272)

跡州国 ケーブルテレビ ~
薗凶広報おおむら Q 
国 番組ガイド 判/

大村市のイベン卜案内やお知らせなどの情報番組

「広報おおむらjをオク卜・パルス闘で放映をして

います。

どうぞご覧ください。

オクト・パルス体制 TEL54-3811

「今月の競艇開催日 競艇電話役票会員全国一斉募集 、l
3B'" 8日

9日'"13日

17日'"20日

17日'"20日

24日'"29日

Gll第7回競艇祭 E 募集期間 4月 11 日 (金)~4月 25 日 (金)
利用開始予定 7月15日伏)

G Iタダ、イヤモンド力、ツ';7プ。競走(場外)I申 込 先 全国モ一タ一ボ一卜テレホン事務センタ一

一→自般支撒戦競慌走 E 詔;詔jJ妥謹;巴三田…一
G 1 競艇名人戦競走(リI場駒揚初夕外l)川)I肘H間胤附しい1合わせ先 tl;雪fJF(受付時間 9 : 00~17 : 00) 
スポーツ報知杯競走 . ※電話投票とは・自宅の電話、公衆電話、携帯、 PHSなどで

舟券が購入できるシステムです

.オクトパルス60ch

--))~広号車桔E・・
※火曜日を除く毎日

7 : 00""'" 7: 05 
10 : 00"""'10 : 05 
12 : 00"""'12 : 05 
16 : 00"""'16 : 05 
20 : 00"""'20 : 05 
22 : 00"""'22 : 05 
1 : 00""'" 1 : 05 

三種混合・麻しん・風しん

予防接種実施中

年間を通じて実施していますので、

お子様の体調のよい時に受けてください。

※詳しくは「健康のしおりJをご覧ください。

会月の定例相談日
市民相談コーナー(市役所正面玄関を入ってすぐ右側)

ですべて無料で、行っています。お気軽にご相談くださし'0

2日(水) 法律相談 1 O:OO~15:00 

3日(木) 人権相談 10:00~15:00 

10日(木) 行政相談 9:30~12:00 

16日(水) 法律相談 10:00~15:00 

22日(火) 交通事故相談 10:00~16:00 

23日(水) 年金相談 10:00~15:00 

25日(金) 不動産相談 13:00~16:00 

※法律相談を除く相談の受け付けは、当日の午前8時30分から
です。(電話での受け付けはいたしません)

法律相談の受付は随時予約制です
受付は随時予約制で、電話で、も受け付けてし 1ます。

まずは予約状況を確認してください。なお、同じ内

容による複数回数の相談は原則としてお断りします。

受イ寸日 月~金曜日※祝日・年末年始を除く

受付時間 9:30~12:00/13:00~16:00 
受付場所 市役所市民相談コーナー窓口

・申し込み・問い合わせ

市民相談室 TEL 53-4111 (内線193)

大村市内の交通事故発生状況 2月末現在

区 分 件数・死傷者数 前年同期比

人傷事故 95 + 12 
死 者 。 一
負傷者 1 1 2 + 13 
物損事故 281 + 19 

******************************************** 



〔風しん任意予防嬢種を行つています】.問い合わせ健康増進課 TEL53-4111 (内線141)

妊婦が妊娠初期に風しんにかかると、先天性異常児

(白内障・心臓奇形・難聴など)が生まれる心配があ
ります。

また、平成13年の予防接種法の一部改正により、無
料で風しん予防接種を受けることができる対象者が拡大
されました。これまで風しんにかかったことがない人や、

風しん予防接種もしくはMMR (麻しん・おたふくかぜ・
風しん)予防接種を受けたことがない人は、予防接種を

受けましょう。

風しんにかかったことのない人や予防接種を受けて
いない人は、妊娠前に抗体検査を受け、抗体価が低い

場合は予防接種を受けておきましょう O

r 

【対象者]市内にお住まいの20歳以上の女性
[料金]全額個人負担

(詳しくは下記の医療機関にお尋ねください)

実施医療機関 住所 T E L 

ウーマンズクリニック ナガノ 東=城町 53-1123 

大村中央産婦人科 水主町2丁目 52-3850 

おび産婦人科医院 本町 54-1103 

後藤産婦人科医院 西大村本町 20-8123 

レテ3イースクリニックしげまつ 古町1丁目 54-9200 

【対象者】昭和54年4月2日~昭和62年10月1日生まれの人
[実施期間】平成15年9月30日まで
【費 用】無料 (1回のみ)
※指定医療機関で実施しています。
詳しくは「健康のしおりJをご覧になるか、健康増進課
までお問い合わせください。

可V企風しんとは?企V

3日はしかとも呼ばれ、風しんウィルスの飛まつ感染によっ
ておこる病気です。軽いカゼの症状からはじまり、発しん、発
熱、後頚部リンパ節のはれなどが主症状です。大人になってか
らかかると重症になりやすく 、特に妊娠初期にかかると胎児に

さまざまな障害が出る可能性が高いため、注意が必要です。

お愚さんと麟ちゃゐゆ
、f
健康講座を開催しませんか?

、
栄養舗給鉱a;ゅうぶんですか?
お母さんと赤ちゃんの栄養補給のため栄養食品を援助

します。

生活習慣病の予防、健康増進の方法などについての健
康講座を開催しませんか 7

専門家がお伺いして講話や運動、調理の実践などを行
います!

[対象者]生活保護法による被保護世帯、
市民税非課税世帯、所得税非課税世帯

{受給期間]お母さん・・・妊娠5か月~産後3か月
[テーマ]生活習慣病、糖尿病、骨粗露症、生活習慣

赤ちゃん・・・生後4か月~生後12か月で
など健康に関することなら何でも結構です

特に栄養強化を必要とする場合

[申請に必要なもの]母子健康手帳

[期 間]平成15年5月1日~平成16年2月28日までの間
[時間] 1 時間~1 時間30分程度

[支給される食品l
p¥¥| ぉ扇さ瓦 I 赤ち示瓦 | 

{講 師]医師、歯科医師、保健師、栄養士、薬剤師、

歯科衛生士、運動指導士など
[申し込み]20人以上の参加が条件です。

|品目 | ママミルク |牛乳| 粉ミルク |牛乳|

|数量|※2~3缶/月 1 1 日 1本缶/月 1 1日1本|
|負担額|若干の個人負担あり |無 料|若干の個人負担あり|無 料|

※種類によって異なります

開催予定日の1か月前までに健康増進課に
お申し込みください。

・申し込み・問い合わせ 健康増進課(内線140)
.問い合わせ健康増進課(内線141 )~ 、』 すこやかセンター TEL54・9100 .~ 

〔マタニティスクール受講者募集 】-問い合わせ すこやかセンター TEL54-9100 
妊娠のことや赤ちゃんのこと を楽しく学びませんか。

回

2 

3 

4 

5 

6 

7 

会 場すこやかセンター (旧大村郵便局跡) 募集人数約30人
受講料無 料 ※ただし、調理実習時の材料代として400円程度必要です
申し込み 電話で「すこやかセンター TEL 54-91 ooJへお申し込みください。
※ 1回だけの参加もOKです !

期 日 5寺 間 内 R奇チn

妊娠おめで「と母うございなます !
4月16日(水) 13:30---16:00 -お話し お 会さんに るあなたへJ

-おゃべり

4月23日(水) 13:30---16:00 ハ (歯歯)ブッピー妊牛婦乳になりましょさう持! 
※ ラシ・ パック・はみ参

4月25日(金) 19:00---20:30 お父さん出「番母乳で育す児よ !赤(パート 1) か
-お話 、 ちゃんの らだj

4月30日(水) 9:30---13:00 マタニテプィク ッキング
※エ ロン・お宅のみそ汁持参

5月 7日(水) 13:30---16:00 お産ゃのあれこれう ~妊ホ婦ー体と操納得、※ホ動ッきと安す心い服l~ i
ってみよ ! や R装で

5月16日(金) 19:00---21 :00 お父赤ちさんゃ出ん番の妊でお風婦す体よ呂験の!入(パれ方卜(実2習)) 

お父さんの

5月21日(水) 13:30---16:00 も先赤う輩すちぐ会えと赤おるね、赤ん入ちとゃ方交ん流1 ( 
マゃマんの 風ち呂ゃの のれ 実習)

講 師

専保門健講師師

保富科科衛育医生士士師

小児科医師

栄養士

保健師

保健師

保健師
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